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財 人京都府埋蔵文化財調査研究センターは 56年４月に設 され、本年

度で創 30年を えました。この間、当調査研究センターでは京都府内の 事

に う埋蔵文化財の発 調査を行ってまいりました。当センターの の 行

にあたりましては、 様方のご とご を り、 く御 し上 ます。

本書は 京都府遺跡調査報告集 として、平成21年度に京都府建設 通部の

を受けて実施した上狛北遺跡・柳田遺跡、平成21・22年度に京都府 部

の を受けて実施した椿井遺跡、平成22年度に京都府 部の を受け

て実施した松山遺跡、京都府建設 通部の を受けて実施した柿谷古墳・美濃

山遺跡の発 調査報告を収録したものです。本書が 研究の資料として、また、

地域の埋蔵文化財 の関心と を めるうえで、ご活用いただければ いです。

発 調査を された京都府建設 通部と京都府 部をはじめ、京都府

会・京丹後市 会・八幡市 会・木津川市 会な

の各関係機関、なら に調査にご 、ご いただきました多くの方々に く

御 し上 ます。

平成 3年３月

財 人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

事 　　上 田 　　
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例 言

１ 本書に収めた報告は下記のとおりである。

　松山遺跡第４次

　柿谷古墳・美濃山遺跡

　上狛北遺跡第１次・柳田遺跡

　椿井遺跡第３・４次

２ 遺跡の所在地、調査期間、経 者およ 報告の 者は下表のとおりである。

遺　跡　名 所　在　地 調査期間 経 者 者
１. 松山遺跡第４次 京丹後市大宮町森本地

内
平成22年 月25日～10
月28日

京都府 部 奈良 ・
一

２ 柿谷古墳・美濃山
遺跡

八幡市内里柿谷、美濃
山大塚

平成22年 月26日～平
成23年１月13日

京都府建設 通部 原

３ 上狛北遺跡第１次・
柳田遺跡

木津川市山城町上狛宝
本・西浦代ほか、椿井
柳田

平成21年10月27日～平
成22年２月25日

京都府建設 通部 井 史

４ 椿井遺跡第３・４
次

木津川市山城町椿井松
尾・御霊後

平成21年10月28日～平
成22年２月18日、平成
22年 月10日～11月21
日

京都府 部 松尾史子・
一

３ 本書で 用している は、原 として世界測地系国土 第６ 系によっており、方

は の北をさす。また、国土地 発行地形 の方 は経度の北をさす。

４ 本書の編集は、調査第２ 調査 当者の編集原 をもとに、調査第１ 資料係が行った。

場 は主として調査 当者が し、遺物 は、調査第１ 資料係主 調査 田中

が行った。
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１.松山遺跡第４次発 調査報告

１．はじめに

の調査は、京都府 部が実施する平成22年度府営経営 成基 整備事 森本地区

に い、京都府丹後土地 良事 所の を受けて実施した。

松山遺跡は、京丹後市大宮町森本に所在する。竹 川 の 段丘上に 地する縄文時代か

ら弥生時代の遺物散布地として、遺跡 に された周知の埋蔵文化財包蔵地である。当遺跡

では、 期に小 な区 整備が実施されており、 の に縄文時代 期の 口土器が出土

している。これは、 事に って表 された資料であり、 しい出土状況等は 明であるが、小

型ながら な造 で、当 期からの生活の 跡を す資料として くから 目された遺物であ

る。しかし、 の後、当遺跡においては、本格的な発 調査が実施されたことはなく、 の実

について しいことは 明であった。 のため、上記事 の実施に い、平成21年度に京都府

会 に京丹後市 会によって、遺跡の ・内 を確認するための発 調査が実

第１ 　調査地 周辺遺跡 （国土地  1/25,000 山・日 ・ ・宮津）
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施された。

第１・２次調査は京丹後市 会により、第３次調査は京都府 会により れ れ

実施されている
１

。第１次調査は松山遺跡の南 、竹 川 原と想定される 部において、第

２次調査は北 の丘陵 部と第１次調査と 様に竹 川に近 する 部において、 れ れ調

査区を設定して行われた。調査の結果、 部において遺跡の は確認されなかったが、丘陵

部においては、1.0 に 土層の下に、 平を受けながらも遺物包含層 遺構面が

することが確認されている。また、第３次調査は、遺跡のほ 中 部 近において か所（第２

１～ 、 ・ ）にわたって 調査が行われ、竪穴式住居跡、流路跡等が検出され、縄

文時代から近世に 遺物が出土している。なお、この には京都府 会により、 ン

寺遺跡においても 様に遺跡の ・内 を確認するための発 調査（第２ ６）が実施され

ている。

の調査 地の 定は、上記の第１～３次調査の成果に基づいている。

松山遺跡の 地する竹 川上流域の森本 地には、多くの埋蔵文化財包蔵地が所在する。南

に隣 する ン 寺遺跡では、多くのミニチュア土器が表 されており、い れもが

の 製 であると報告されている
２

。竹 川に面した 地をしており、 辺で り行われた祭祀に

関 する遺物と されている。南 丘陵上には宮 古墳群が所在する。方墳３基が して

いるが、これまでに発 調査が実施されたことがなく は 明である。また、大宮第三小

をはさんで北 に所在する 田遺跡では、平成12年度に と 様にほ場整備事 に って発

調査が実施されており、縄文時代から中世にかけての遺物が出土している。周辺部において、各

時期の集落が断続的ではありながら営まれていたことが判明した
３

。 田遺跡の北西 には

遺跡が所在する。当遺跡は、平成 年度に大宮町 会（ 京丹後市 会）により実施

された、 田遺跡の ・内 確認調査により新たに確認された埋蔵文化財包蔵地である
４

。 の

調査の には、弥生時代中期の遺物と、流路に う 施設等が検出されている。また、北東1.0km

の地点には 利遺跡が所在する。小 な リ ドによる 調査が実施されているのみで、

著な遺構は検出されていないが、弥生時代前～後期、古墳時代後期の遺物が出土している。竹

川 の 高地上には、当 期の集落が 在するものと 定されている。

の調査は、ほ場整備事 に し 土施 が されている地点のうち、 の ・内 確

認調査の結果、遺跡に が 地点において実施した。事 地内に４か所の調査区を設定し、

南から れ れ ～ 地区とした。なお、 の調査は第４次となる。また、 事 に関 して、

地区の北西に隣 する地点において、京都府 会 に京丹後市 会が、 れ

れ発 調査を実施しており、京都府 会が第 次、京丹後市 会が第６次である。

調査成果に関しては、各調査実施機関の 行する調査報告書を いたい。

平成22年 月23日には調査成果に係る 地 明会を実施した。降 の中、62名の を た。

また、 月28日には、京丹後市 大宮第三小 の に し、京都府丹後 域 地域づく

り 室と で遺跡発 会を実施した。当日は19名の が 心に した。
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第２ 　調査地区
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本報告は奈良と 一 が した。なお文 は文 に明記した。 用した国土 は世界測

地系である。土層の 記には 新 土色 を用いた。

地調査に当たっては、京都府 会 に京丹後市 会の御 導・御 言をいた

だいた。また、地 森 、各 会には御高 を った。記して します。

現地調査責任者　調査第２ 　 後

調 査 担 当 者　調査第２ 調査第１係  　小 　

　第２係 　森　

　主 調査 　 原 ・戸原 人

　調査 　奈良

調 査 場 所　京丹後市大宮町森本地内

現 地 調 査 期 間　平成22年 月25日～ 10月28日

調 査 面 積　1,850㎡

２．調査成果

１）Ａ地区

地区は、京都府 会の 調査 １の調査成果に基づき設定した。府 の調査では、

遺構を２面にわたって確認しており、上層では 土直下で各時代の遺物を含 流路、土坑、柱穴

等を検出し、下層では古墳時代の竪穴式住居跡が確認されている。当 田は全面にわたって0.92

の 土施 が されているため、 全 を として調査を実施することとされた。調査地

点の 高は91.12 を測る。調査区は、設定に し の に されたため、 的な五

形となった。なお、調査の 段 では、隣 する 地区 と遺構が続いていたため、 当部

分の を り って調査を実施した。調査面積は751㎡である。

調査 に ち、ま 、重機により 土の を行った。 の後、土層を確認しつつ後世

の 土の を行った。調査区北 では 土、 土直下で を多く含 明 リー 色 質土

となり、柱穴等の遺構を検出したため、この上面で重機による を した。また、中 近

では、人 による 査を行った結果、溝 01や土坑 02を検出した。溝 01は、京都府

会が実施した発 調査により、 の一部が確認されていたもので、 の調査により の

全 が判明した。溝の 部には 色シル が 積しており、 ー 面との いコン

によって、明 に することができた。 はおよ 9.0 ～ 15.0 を測り、調査区内ではおよ

20 にわたって検出した。東 で行った断ち りにより、２ の溝が り っていることが判

明したため、南 を 01a、北 を 01bとした。調査区の南 部では、東 で溝 03を

検出した。南西部の平 面では土坑、柱跡を検出した。

溝ＳＤ01ａ　東 で約5.0 、西 で約12.0 の を れ れ測る。底面の ルは東 で

90.13 、西 で89.59 となっていた。埋土は全 的に を多く含み、北 では 色 質土の

積を基本としていたが、南 では 色・ 色・ リー 色 質土が 積しており、
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部には 色シル が 積していた。また、埋土に含まれる の中には1.0mを える も

在していた。 の調査地は、東 に 在する谷の 口部に しており、 在でも な

が えることなく流れ下ってきている。この 01aは、谷の上 で発生した土石流が竹 川の

流れる 部 向かって流れ下りた 跡であると考えられる。内部からは多量の に み まれ

るように、縄文時代から中世にかけての遺物が出土している。上・下層の別なく、新旧の時期の

遺物が 在する状況であった。また、 地区で遺構検出面となった ー 面は安定しておら 、

い にわたって を多く含んでいることから、この谷 を埋 させた古い時期の大 な

土石流によって形成されたと考えられる。

溝ＳＤ 01 ｂ　南 を 01 に られているため は 明であるが、検出 では東

で約 4.6 、西 で約 9.7 の を れ れ測る。底面の ルは東 で 90.40 、西 で 90.12

となっていた。埋土は 色 質土が ー となり、間に くに い 色 質土や 色

第３ 　 ・ 地区遺構
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第４ 　 地区東 土層断面
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第 　 地区東・南 土層断面
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1 土
2 に い赤 色（5 5/4） 質土（ ～中 ）
3 色（10 4/2） 質土（シル ～ ）
4 に い 色（2.5 6/3） 質土（ ～ ）
5 色（2.5 6/2） 質土（ ～中 ）に 色（10 3/2）シル が50 度 入
6 に い 色（10 6/4） 質土（シル ～ ）
7 色（2.5 5/2） 質土（シル ～中 ）
8 色（2.5 7/2） 質土（ ）
9 色（10 5/1） 質土（ ～ ） 1 ～ 2 m の を かに含

10 色（7.5 4/1） 質土（シル ～中 ）
11 色（2.5 5/1） 質土（ ） 1 ～ 3 m の を多く含
12 色（7.5 5/1） 質土（中～ ） 2 ～ 5 m の を含
13 色（7.5 4/1） 質土（中～ ）
14 色（2.5 7/4） 質土（ ）
15 色（10 5/2） 質土（ ～中 ）
16 リー 色（5 5/2） 質土（ ～ ）
17 色（10 3/2）シル
18 色（10 4/1） 質土（シル ～ ）
19 色（5 6/1） 質土（シル ～ ）
20 色（2.5 5/2） 質土（シル ～ ）に 色（7.5 3/1）シル が50 度 入
21 に い 色（10 6/3） 質土（ ～ ）
22 色（2.5 6/2） 質土（ ～ ）
23 色（10 2/2） 質土（シル ）に 色（5 6/1） 質土（ ）が層状に 積
24 22に じ
25 色（2.5 7/2） 質土（ ～中 ）に 色（5 6/1） 質土（ ）を層状に含
26 色（10 3/2）シル 、 5 ～ 7 m の を含
27 色（2.5 7/4） 質土（ ～ ）
28 色（2.5 5/3） 質土（ ～ ）しまりなく、 0.5 ～ 1 m の を多く含
29 色（2.5 5/2） 質土（ ～中 ）に 色（10 3/2）シル が50 度 入
30 色（2.5 5/3） 質土（ ～ ）
31 色（2.5 5/2） 質土（シル ～ ）
32 色（7.5 6/2） 質土（シル ～中 の 層 積）
33 色（2.5 5/1） 質土（ ～ ）
34 明 色（10 6/6） 質土（中～ ）
35 色（10 6/2） 質土（ ～中 ）
36 色（2.5 6/2） 質土（シル ～ ）
37 に い 色（2.5 6/3） 質土（ ～中 ）
38 に い 色（10 6/4） 質土（シル ～ ）
39 色（2.5 6/2） 質土（シル ～ ）
40 色（10 5/2） 質土（シル ～中 ）に 色（7.5 3/1）シル が30 度 入
41 リー 色（5 6/2） 質土（シル ～中 ）
42 に い 色（2.5 6/3） 質土（シル ～ ）に明赤 色（5 5/8） 質土（ ）を層状に含
43 明赤 色（5 5/8） 質土（ ～ ）
44 に い 色（10 6/3） 質土（ ～中 ）にに い赤 色（5 4/4） 質土（中 ）を層状に含
45 色（10 5/1） 質土（シル ～ ）
46 色（2.5 7/2） 質土（ ～ ）
47 明赤 色（5 5/8） 質土（ ～中 ）とに い 色（10 6/3） 質土（中 ）の 層 積
48 色（2.5 5/2） 質土（シル ～ ）
49 明 色（10 7/1） 質土（ ～ ）
50 リー 色（5 6/1） 質土（ ～ ） 1 ～ 3 m の を多く含
51 色（10 2/1）シル
52 明 リー 色（5 7/1） 質土（ ～ ）に 色 （7.5 6/8）を層状に含
53 明 色（2.5 7/6） 質土
54 リー 色（5 6/4） 質土（シル ～ ）
55 明 色（5 5/8） 質土（中～ ）
56 色（2.5 5/2） 質土（シル ～中 ）
57 色（10 4/2） 質土（ ～ ）
58 に い 色（2.5 6/3） 質土（ ～中 ）
59 明赤 色（5 5/8） 質土（シル ～ ）
60 58に じ
61 59に じ
62 赤 色（5 3/2） 質土（ ～ ）
63 62に じ
64 色（2.5 5/3） 質土（ ～ ）に 色（7.5 3/1）シル が10 度 入
65 色（10 4/2） 質土（中～ ）
66 に い 色（7.5 5/4） 質土（中～ ）
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第６ 　 地区東 土層断面
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1
2 色（2.5 6/2） 質土（ ～ ）
3 2に じ
4 色（2.5 4/1） 質土（ ～中 ）
5 色（10 6/2） 質土（ ）に 色（7.5 4/4） 質土（ 、 0.1 ～ 1 の を多量に含 ）

が40 度 入
6 色（2.5 3/1） 質土（ ～中 ）
7 に い 色（2.5 6/3） 質土（ ～ ）
8 7と 一層
9 7に じ

10 色（7.5 5/2） 質土（ ～ ）
11 色（7.5 5/2） 質土（シル ～中 ）に明 色（7.5 5/8） 質土が全 的に 入
12 11に じ
13 色（5 6/1） 質土（ ～ ）に明 色（2.5 6/8） 質土が全 的に かに 入
14 色（10 4/2） 質土（シル ～ ）
15 色（10 4/1） 質土（シル ～中 ）
16 に い 色（10 6/4） 質土（ ～ ）
17 色（2.5 5/1） 質土（ ）下層は 0.5 m の となる
18 色（2.5 5/2） 質土（中～ ）
19 色（10 3/3） 質土（シル ～中 ） 0.5 ～ 1 m の を かに含
20 色（2.5 5/2） 質土（ ） 0.5 m の を かに含
21 色（10 3/2） 質土（シル ～ ）に 色（10 2/1） 質土（シル ～ ）が50 度 入
22 リー 色（2.5 3/3） 質土（ ～中 ）
23 22に じ
24 色（10 4/2） 質土（ ～ ）
25 24に じ
26 色（10 3/1） 質土（ ～ ）
27 色（10 5/2） 質土（シル ～ ）
28 色（2.5 7/4） 質土（シル ～ ）
29 色（2.5 5/2） 質土（シル ～中 ）
30 色（2.5 4/2） 質土（ ～ ）
31 色（7.5 5/1） 質土（シル ～ ）
32 色（10 5/1） 質土（ ～中 ）
33 色（10 4/1） 質土（シル ～ ）
34 色（10 3/1） 質土（ ～ ）
35 色（2.5 4/2） 質土（中 ）
36 色（2.5 6/2） 質土（ ～中 ）
37 色（10 2/1） 質土（シル ～ ）
38 色（10 4/1） 質土（シル ）に 色（5 6/1） 質土（中 ）を層状に含
39 リー 色（5 5/2） 質土（中 ） 0.5 ～ 1 m の を含
40 色（10 2/2） 質土（シル ～ ）
41 に い 色（10 5/3） 質土（中～ ）
42 色（10 2/1） 質土（シル ～ ）
43 色（2.5 5/2） 質土（中～ ） 5 ～ 80 m の を多量に含
44 明赤 色（5 5/6） 質土（ ） 2 ～ 10 m の を多量に含
45 44に じ
46 色（5 5/1） 質土（ ） 5 ～ 10 m の を多量に含
47 色（2.5 3/1） 質土（シル ）
48 色（2.5 6/2） 質土（中 ）に明赤 色（5 5/8） 質土と 色（2.5 3/1） 質土が30 度 入
49 色（5 6/1） 質土（中～ ）
50 明赤 色（5 5/8） 質土（中～ ） 1 mの を多く含
51 色（2.5 5/2） 質土（シル ～ ）に 色（2.5 2/1） 質土が30 度 入
52 色（2.5 5/1） 質土（シル ～ ）に 色（2.5 2/1） 質土が30 度 入
53 に い 色（2.5 6/3） 質土（中～ ）に 色（2.5 7/2） 質土を層状に含
54 色（2.5 4/1） 質土（ ）
55 白色（2.5 7/1）～ 色 2.5 6/1） 質土（シル ～中 ）
56 色（2.5 6/2） 質土（シル ～中 ）に 色（2.5 2/1） 質土が40 度 入
57 色（2.5 6/2） 質土（ ）
58 明赤 色（5 5/8） 質土（ ）にに い 色（2.5 6/3） 質土を層状に含
59 55に じ
60 色（2.5 5/2） 質土（ ） 1 ～ 5 m の を多く含
61 明赤 色（5 5/8） 質土（ ～ ）・ 色（2.5 7/2） 質土（中～ ）・ 白色（2.5 7/1） 質土

（ ～ ）の層状 積
62 に い 色（2.5 6/3） 質土（ ）
63 色（10 2/1） 質土（シル ）
64 色（2.5 4/2） 質土（ ～ ）
65 色（2.5 5/3） 質土（ ～ ） 0.1 ～ 0.7 の を多量に含
66 に い 色（2.5 6/3） 質土（ ～ ）
67 明赤 色（5 5/8） 質土（ ～ ）・ 色（2.5 6/1） 質土（ ～ ）・ 色（2.5 5/1） 質

土（ ～ ）の層状 積
68 に い 色（2.5 6/3） 質土（ ～ ）
69 色（2.5 6/2） 質土（中～ ）
70 白色（2.5 7/1）～ 色（2.5 6/1） 質土（シル ～ ）
71 に い 色（2.5 6/3） 質土（ ）に明 色（7.5 5/8） 質土（ ）を層状に含
72 69に じ
73 70に じ
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第 　 ・ 地区溝 01平面
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質土が み まれるよう

に 積している。また、

北 部には 色シル

が く 積していた。こ

のことから、北 は や

かな となっており、

やかな流れが想 され

る。この 色シル と、

の下層に 積した

色 質土中から遺物が多

く出土した。遺物の出土

する は 78,480

～ 78,490 に 集中す

る 向を しており、

の ない弥生時代後

期後 を中心とする時期

の土器である。また、北

東 部には、溝の流れ

に うように 木が２

本埋 していた。上 はすでに していたが、埋 した下 は丸い輪 を めていた。なお、

調査 １で古墳時代の竪穴式住居跡と報告されていたのは、北 部に 積した埋土の一部で

あった。

土坑ＳＸ02　調査区中 の西 りの地点で検出した。 01 が埋 した後に されてお

り、南北3.6 、東西2.7 を測る 整 形を する土坑である。埋土は上層が リー 色 質

土にに い赤 色 質土が 入しており、下層は 色 質土となる２層の 積であった。上層

の リー 色 質土には、層状に 化物が多く含まれていた。 で り上 ることは わな

かったが、 を受けた 状に見受けられ、埋 に って 入したものと考えられる。底面には

段差があり、南 が北 に して0.1 度 くなっていた。北 から高杯の杯部（102）が出土し

ている。

溝ＳＤ03　調査区の南東 で検出した溝である。調査区内には西 部の一部がかかるのみで、

全 は 明である。検出 では東西 が 大で約14 を測り、南北18 にわたって確認した。

西 部は２段 りの様相を しており、 から３ ほ は検出面からの さが0.2 下がる平

面となっており、 の は に くなっていた。 ンチを設け、検出面から 2.2

まで したが、底面の検出には到らなかった。安全性を考 し、 れ以上の は実施しなかっ

た。 に し、遺物等は出土しておら 、時期に関しては 明である。

第 　 地区土坑 15、 16遺物出土状況
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ピットＳＰ12　調査地区の北 部西 りで検出した。直 0.5 を測る 形の である。

さは検出面から0.15 を測る。埋土から中世の土師器 （90）が１点出土した。

土坑ＳＫ15　調査区の南西 近で検出した。北 部がやや 出した 丸方形を する土坑

である。東西1.1 、南北1.1 、 さ0.3 を測る。埋土は 色 質土の 一層であった。東

辺 面に張り くように土師器甕２点（103・104）、須恵器杯 ２点（105・106）、杯身１点（107）

が出土した。

ピットＳＰ16　 15の南西 で検出した である。北東 で 15と り い関係に

あったが、明確に の前後を確認できなかった。東西0.8 、南北0.4 ～ 0.6 を測る 整

形を し、さらに中 部は東西0.6 、南北0.4 の で２段に されている。 さ0.3 を

測り、埋土は 15と 様に 色 質土の 一層であった。中 部には、底から0.1

いた さから土師器の壺（108）が出土している。

２）Ｂ地区

地区は、京都府 会の 調査 ２の調査成果に基づき設定した。この ンチにお

いても 調査の結果、遺構は２面にわたって確認されており、上層は ンチ １と 様

であるが、下層では弥生時代 期の竪穴式住居跡が検出されている。当地点についても、当

田は東 1/3が0.41 の、西 2/3が1.7 の 土施 が されているため、 全 を とし

調査を実施することとされた。調査地点の 高は90.61 を測る。調査面積は519㎡である。

地区での遺構面の検出状況を考 しつつ、重機により 土を した後、下層の を行った。

地区と 様に、 土直下で を多く含 明 リー 色 質土となったが、西 を

ると に の 入がなくなり、

調査区の1/4 から西 では、

まりのないに い 色 質土の

積となっていた。また、西

1/4の地点からは、およ 0.5 の

段差を して くなっており、

後世に 土を行って 地を拡

張していたことが判明した。

査を行った結果、北 部では遺

構の検出には到ら 、南 部で

は 地区からの 部で溝

01 ・ を、 01 の南 部

近で土坑数基を検出した。

溝ＳＤ01ａ　 地区から北西

方向 てきた溝は、 地区

との 界 近から、 を いて 第 　 地区土坑 07・ 08平・断面
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々に西 と いていく。調査区の南西 部 近では平 面

が新たに 生し、溝底の ルも88.41 と くなって調査

区 と続いて く。

溝ＳＤ01ｂ　 地区との 界から北西 では、北 にわ

かながら段差が している。本 はこの溝が北 拡

がって流れていたが、後世の 平により した可能性を

すものであろう。底面の ルは東 で90.20 、西 で

89.26 となっており、竹 川が 流する 部に向け

が まっている。 地区の北 に く 積していた 色シ

ル も、当地区では くなり、東 部のみにしか 在しなく

なる。 のことに 例して、遺物の出土量も格段に なくなる。なお、 調査 ２で弥生時代

期の竪穴式住居跡と報告されたものは、 01 の南 部の一部を検出していたことが判明

した。

土坑ＳＸ07　調査区の南東部で検出した。東西約1.9 、南北約1.1 を測る 形を する土

坑である。 01 の南 部と重 しており、 01 に り っていた。内部を した後、

底面の南 で ２基が検出された。また、北 には石 がかたまって埋 していた。埋土は

３層に分かれ、１層の 色 質土と３層の リー 色 質土の間は、 化物の 積が ～

６ mにわたって確認された。また、１層も 土 、 化物をわ かながら含んでいた。時期を

確定する遺物等は出土していない。

土坑ＳＫ08　 07の北東 で検出した土坑である。南 を 07に、北西 を に

られており、全 は 明であるが、東西1.1 、南北0.45 以上を測る。埋土には な 化物を

含んでいた。遺物は出土しておら 、時期等は 明である。

土坑ＳＫ11　調査区の南 中 近で検出した。 01 と重 していたが、 01 に

り っていた。南北0.9 、東西0.85 を測る 形の土坑である。検出段 で上層から銭 が６点

（343 ～ 346）まとまって出土した。埋土は 色 質土と 色 質土の２層の 積となってい

たが、銭 以 の遺物は出土しなかった。

３）Ｃ地区

地区は、京都府 会の 調査 の調査成果に基づき設定した。当地点では大型の

土坑から古墳時代前期後 の土師器が出土したため、調査 地とされた。調査地点の 高は

93.01 を測る。当地点では0.3 の 土施 が されていたが、 調査の結果、西 の竹

川に向かって地形が大きく して下がっていることが確認されていた。 のため、当 田の

東 のみを調査 として、東西50.0 、南北4.0 の調査区を設定した。調査面積は200㎡である。

土、 土を重機により した後、人 により 査を行い遺構の検出に めた。 土直下に

は 色 質土が 積しており、 の下層に 色 質土の遺物包含層が確認できた。この遺物

包含層は調査区の北 近では っていなかったが、 れ以 の地点では良 に し、古墳時

第10 　 地区土坑 11平・断面
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第12 　 地区北・南 、溝 03土層断面

代から中世の遺物が出土している。北 からおよ 5.0 の では、明 色 質土を する

ー 面が検出された。これは東 から る丘陵の 部と考えられる。後世に 地とされた

に、 平を受けたと考えられる平 面が 0.5 度、 さ7.0 にわたって調査区の北東 部

で検出された。西 に向かって に し、南 ではこの張り出しは東 と して調査区

と ていくことが確認された。この西 の 地点に 色 質土の遺物包含層が 積し

ており、古墳時代前期後 から中期を中心とする遺物が多量に出土した。調査は、ほ場整備事

の施 による 成 高から 層相当分を差し いた高さを 度に、包含層遺物を り上 なが

ら り下 を行った。 45,480から南 では、 色 質土の遺物包含層の下層に 積する

色 質土上面において、東西方向の溝１ 、土坑、柱穴等を50基あまり検出したが、南

行くほ に遺構は となっていた。

溝ＳＤ03　調査区の南 で検出した南東から北西方向に流れる溝である。北 部は２段 り

状を し、 0.3 ～ 0.6 の平 面が 在する。溝 は1.8 ～ 2.3 を測り、調査区内では4.0 にわ

たって検出した。底面の ルは東 で92.03 、西 で92.02 となっており、検出 ではほ

平となっていたが、本 的には北西 と流れ下っていたものと考えられる。遺物は土師器、

須恵器の 片等が出土しているが、時期の特定には到っていない。

４）Ｄ地区

地区は、京丹後市 会の 調査 ２ １・２の調査成果に基づき設定した。京丹後
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第14 　 地区北・南 土層断面
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市 会の調査では

地 の に う 土が く、

旧 土上に1.0 以上の 土

がなされていたことが確認さ

れたが、 の下層に遺物包含

層 遺構を検出したため、

本調査を実施することとなっ

た。当 田は北 が1.41 、

南 が1.51 の 土施 が

されているため、 全 を

とし調査を実施することと

された。また、調査区中 を

34号 路が横断するこ

とから、 の地点に関しては、

ほ場整備事 施 による 成

高よりも く を行うこ

ととされた。調査地点の

高は94.22 を測る。調査区は

南北47.5 、東西8.0 に設定

した。調査面積は380㎡である。

調査区は丘陵 部に 土を行って造成されたことが判明していたため、重機により 土を

した後、 の 土層を し、包含層遺物を人 により 収しつつ、ほ場整備事 施 による

成 高から 層相当分を差し いた高さを 度に、 を行うこととした。34号 路

の施 地点については、 路の 度から 層相当分を差し いた高さまで調査を実施し

た。調査の結果、34号 路施 地点の北 では、 土層の直下で、東 に 在する丘陵の

部と考えられるに い 色を する ー 面を検出し、これが北西に向かって して下っ

ていくことを確認した。 のため、西 では の調査での 度が 土層の中に収まること

となり、遺物包含層の にまで到らなかった。南 でも、北 りの地点ではに い 色を

する ー 面を検出したが、 45,460 近で南東 と し、調査区 ていくことが

判明した。また、上層遺構として、 45,450 近で、表土、 土直下の 色 質土（遺物包

含層）上面で土坑４基、 基を検出した。これらの遺構の記録を 成した後、遺物包含層

の を行ったが、西 1/3に関しては、 の調査での 度を えることから、 れ以上

の は実施せ 、調査を した。また、34号 路の施 地点では、 の調査区よりも

く遺物包含層の を実施した。東 丘陵からの は一 やかとなり、 い平 面を形成

していることが判明した。さらに、 の平 面は、調査地点の西 1/3で、 度 な で西

第15 　 地区土坑 01平・断面
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下っていくことを確認した。しかし、施 度との関係から、 の で ー 面を確認するに

は到らなかった。

土坑ＳＫ01　上層遺構である。調査区の中 東 りの地点で検出した土坑である。後世の

平を大きく受けており、0.1 の さを すのみであった。 1.4 、 0.8 ～ 1.0 を測る

丸 方形を し、南西 を小土坑により られていた。埋土は３層に分かれ、 下層に 積し

た第２層には、 化物、 土 が多量に含まれていた。内部からは 一 格の土師器 ３点（313

～ 315）と、鉄釘４点（316 ～ 319）が出土している。以上のことから、この土坑は火葬墓と考えら

れる。

３．出土遺物

１）土器

の調査では、整 にして300 分の遺物が出土した。

１～ 108は 地区から出土したものである。１～ 50が 01bから、51 ～ 89、91 ～ 101まで

が 01aから、90は 12、102は 02、103 ～ 107は 15、108は 16から れ れ出土

している。 01aから出土している遺物に関しては、弥生時代後期後 、古墳時代、古代、中世、

近代と の時間 は く、東 丘陵谷部において発生した土石流の によるものと考えられる。

しかし、 01bからの出土資料は、土石流の を っていない北 部分から出土しており、

弥生時代後期後 を中心とするまとまった資料群となっている。

１～ は甕である。１は器高17.4 m、口 16.6 mを測り、口縁部 面に 文を施している。

部 面は 調整、内面は 部まで ズリ調整で 上 られ、 部下 には 用に う の

が観察される。２～ に関してもほ 様の調整により 上 られているが、口 17 ～ 18 m

前後の一群と、やや小 りの12 m前後の一群に分別され、 れ れに ・ の様に 部を

り けるものがある。口縁部に関しても、１・２・４・６・ の様に直 するものと、３・ ・

の様に するものが 在し、 の様に 文を施さないタイ も散見される。また、 部

の形 に関して、 ・ のように 部の まりが いものも見受けられる。 ～ 18は 口 、

19は である。 は 部のほ 中 が 大 となり、 い 部に直 する口縁を ち、 面

には 文を施す。 部内 面はミ 、 部 面は 後ナ 、内面は ズリ調整により

上 ている。また、 部に山形の （記号文）が認められる。10・11・12も 様の 上がりとな

るが、11・12は口縁部が し、11には 文が認められない。12には と直 を み わ

せた （記号文）が施されていた。 が直 を っていた。13は口縁部を く させ

文を施す。 部 面、 部内面はミ 調整により 上 られ、 部内面は ズリ調整が認めら

れる。14・15は口縁部に 文を施すとともに 面に ミを する。14では ミの間 が

く施された部分があり、 こから には ミが認められ 、全周はしないと考えられる。15

では した口縁部下 にもみられる。16 ～ 18は する 部を させ、口縁 面を下方に

し 文を施す。さらに17・18では、 形 文を している。また18は 部と 部の
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界に１ の を設け 文を らしている。19は内 面ともに かなミ 調整により 上

られており、 部 面には 文が施される。20 ～ 22は高杯である。20は 状の杯部から口

縁部が 方に し 部は く直 する。 柱部は直 的に 、下部1/3 の に３か所の

が施され、 こから大きく 方 と く。内 面ともに かなミ 調整により 上 られ

ている。21は い 状の杯部を し、口縁 部をわ かに 上方につまみ上 ている。 部 面

は 、 の の内 面は かなミ 調整により 上 られており、杯部内面には 文様に

状のミ が認められる。 は１か所のみである。22は い 状の杯部を し、口縁部が

に ち上がる。内面は 、 面はミ 調整で 上 られている。23 ～ 26は器 である。

23は受け部と 部が く 状に する。内 面とも 調整で 上 られており、口縁 部

はナ により丸くおさめている。受け部の が 部を している。24も23と 様に受け部と

部が く 状に するが、 の は やかで を す。内 面とも 調整により

上 られ、口縁 部はやや内 している。25は受け部を くが 柱部以下、 にミ 調整が

施されている。26は装 器 である。受け部の上にさらに受け部を り けており、上段の受け

部には 等な 型の かし が 方向に たれている。受け部の口縁 面には れ れ

文が施され、 なミ 調整で 上 られている。27 ～ 30は である。平底で 型を

する。27は内 面 調整の後、疎らにミ 調整を施している。28・29は 面 調整、内面

は ズリ調整である。28は小型で口縁部がやや する。30には が り けられる。 面

調整、内面は なミ 調整である。27は調整が とは なる。31 ～ 35は である。

い れもが 面は 調整、内面は ズリ調整である。31は器高に して口 が大きく、33は

部下 が まり安定 を く。また、34のみ平底とはなら 底 である。36は底部に を

する甕である。口縁部 面に 文を施しており、 部に の剝 跡が確認できる。

31・33・35・36には底部 に 面下 に 用に う の が認められる。37 ～ 42は である。

表 ともに 調整が施されている。42には表 面に が確認される。表面は中 で 差する

直 を に き、 れとともにやや れたアルフ の 形を て き んでいる。

面には 形が３か所に き まれている。43は小型 である。 により成形されてお

り、内 面は にミ 調整されている。 部は底から め上方に た後、口縁部は の

内 向を する。上 内面には が る。 が１つ けられていたものと考えられ、

剝 跡が確認できる。44 ～ 50はミニチュア土器である。44 ～ 48・50は 形を し、44は内

に大きく く 部に高 が く。45 ～ 47は が り けられ、45・46は全 に

が明 に る。47はナ の後、ミ 調整が施される。48・50は 形を し、平底・丸底と底

の形状が れ れ なる 上 となっている。49は口縁部を大きく させ、甕形としている。

51は である。口 が48 mを測る大型 である。口縁部を大きく 方に させた後、 部を

上方に拡張している。口縁部 面に 文は施されていない。 部 面は 調整の後、疎ら

にミ 調整を施しており、 部には の剝 跡が認められる。 状では１か所が確認でき

るのみであるが、 面する に ２か所 り けられていたものと考えられる。52は ないし
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は甕の 部、53は高杯の杯部である。54・55は小型丸底壺である。54は小さな 部に大きく

く口縁部を し、 部内面は ズリ調整、 部 面・口縁部内 面は なミ 調整により

上 られている。器 も く、 に な印 を受ける である。55に して古相の特色を

する。55は 部の が口縁部を し、 の器 も く 面調整も である。56・57は甕

である。内面を ズリ、 面を 調整で 上 ている。57では口縁 部を上 つまみ上 てい

る。 面には の が認められる。58 ～ 62は土師器杯である。60 ～ 62は下 を ズリ、上

をナ により 上 ている。60・61は口縁 部が内 する。62は口縁部を直 させた後、 部を

わ かに させる。底部中 に が認められ、見 みを く内面と、 面上 に赤色顔料が

第18 　出土遺物実測 （３）　 地区：土器
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する。63 ～ 65は須恵器杯 、66・67は杯身、68・69は高杯である。

69は大きく け んでおり、近隣に 確認の須恵器 の 在が われる。

70は甕の口縁部である。２ １ の を２段にわたり施している。71

～ 73は の口縁部と 部である。71は内面に が くかかる。72は

平底を し、張った 部に している。73は口縁 部が く、やや

古相を する。74は甕である。75 ～ 80は須恵器杯 である。81 ～ 86は

須恵器杯 で、い れも高 を り けている。87は壺である。88 ～ 93

は土師器 である。90は 12から出土した。口 8.3 m、器高1.9 mを

測る。ナ 調整により整形されている。13世紀代に すると考えられる。

94・95は須恵器 である。96・97は 磁 である。96は り出し高 で、
第21 　出土遺物実測

（６）　 地区：鏡

第20 　出土遺物実測 （ ）　 地区：土器
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見 みに 文を

す る。98は 須 恵

器である。 壺

の 部 近と

考えられる。 土

は 良で、 成も

に である。

きによる装

が認められる。99

は 前 の り

である。片口で、

ではあるが

１ の り目が

まれている。100

は丹 の甕口縁

部である。101は小型 製鏡である。 01aの埋土中から出土した。縁辺部が1/3 度 する

のみで、 区の 文を確認できるが、内区や は していない。直 は7.0 mに 可能で

ある。102は 02から出土した土師器高杯の杯部である。 面は が しく調整は 明であ

るが、内面はミ 調整で 上 られている。103 ～ 107は 15から出土した。103・104は土

師器の甕である。い れも下 は していない。内 面 調整、口縁部 面はナ 調整で

上 ている。105・106は須恵器杯 、107は須恵器杯身である。108は 16から出土した土師器

の壺である。 面 調整、内面 部以下は ズリ調整である。

109 ～ 140は 地区から出土したものである。109・113・116 ～ 139は 01a、110 ～ 112、

114・115・140は 01bから出土している。

109 ～ 111は である。109は口 17.8 m、器高9.2 mを測り、平底を する。口縁部を 平に

させた後、 め上方 拡張し、 面に 文を施している。 面調整は が しく 明

であるが、内面は下 がミ 、上 が ズリ調整で 上 ている。110・111は を する。

110は、 によって輪状に高 を り出しているが、111は 柱状に 出させ、 面を

により整形している。平底である。また、口縁部は させた後、上方に させ面を

っているが、 の部分に 文を施すことはしていない。110・111ともに 面に の が

認められる。112は器 である。大きく く受け部と 部の間に い柱状部が 在する。 面上

には が るが、下 はきれいにナ 調整で 上 られている。113は である。全 を

調整で 上 ている。114はミニチュア土器である。 の 製 で口縁 部をつまんで

わ かに させている。 部を する。115は小型の甕である。口縁部 面に 文を

する。 面は上 が 、下 が ズリ、内面は 部以下を ズリ調整により 上 ている。

第22 　出土遺物実測 （ ）　 地区：土器
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116は である。内面は 一のナ 調整により が しく っている。140は弥生土器の高杯

である。口 は26.9 m、器高は23.6 mを測る。 い 状の杯部から口縁部が 平に した後、

部は め上方 る。口縁部 面には 文が施される。 柱部は直 的に 、1/2

度から大きく 方 と く。下部1/3 の に４か所の が施される。内 面ともに かな

ミ 調整により に 上 られている。以上が弥生時代に する遺物である。

117は土師器の杯である。口 10.9 m、器高5.2 mを測る。口縁 部をわ かに させている。

118は土師器の壺である。 形の 部に 方 く口縁部を する。 面に が認められる。

119・120は土師器の高杯である。119は 状の杯部を し、口縁 部を させる。 柱部はや

や く、 部は大きく く。120も 状の杯部を し、口縁 部を くナ 、直 させる。 柱

部は く く、 部に向かう もややきつめである。121は土師器の壺である。 い 部に直

する口縁を つ。122 ～ 124は須恵器杯 である。125 ～ 129は須恵器杯身である。130は須恵

器高杯である。三方に方形の かし を つ。131は須恵器器 の 部である。方形の かし

を し、 の下部に ２ を設ける。以上が古墳時代に する遺物である。以下、古代から中

世に する遺物について記 する。

132は須恵器の壺である。下 が するのみである。高 は剝 して する。133は須恵器

の である。 土は 良で 成も である。134は の である。 土は 良で 成は 質

である。見 み部分が1/2 度出土しているに ぎないが、高 は り出しており、 きにも

が認められる。135は須恵器の である。口 は15.6 m、器高は5.1 mを測る。 出した平底

を 面を ることにより成形している。底面には明 な り が認められる。136は白磁

である。口 は16.8 m、器高は7.0 mを測る。口縁 部が玉縁状となり、高 は り出してい

るが、 出はわ かである。見 みには一 の がめ り、 部 面には成形の の 具 が

る。 面下 は である。137は丹 の甕である。口 33.8 mを測る。138は古 戸の で

ある。口縁部が1/12 度 するのみであるが、口 は12.2 mに できる。 く が けら

れ、 い 色を する。片口で、内面にお

ろし目を んでいる。14世紀の所 である。

139は 陶器の である。見 み 近が

1/3 度 している。高 は り出しており、

見 みには目 が２か所確認できる。内 面

に 色の が きを含めて全面に施

されている。16世紀頃と考えられる。 01

からは、弥生時代後期、古墳時代、古代～

中世に到るまで い時期の遺物が出土してい

る。

141～185は 地区から出土したものである。

したように遺物包含層からの出土である。 第24 　出土遺物実測 （ ）　 地区：土器
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141・142は甕である。口縁部はナ 、 部 面は 、 部以下の内面は ズリ調整により

上 ている。143は壺である。口縁部のみが している。144 ～ 146は高杯である。147 ～ 149

は小型の壺である。147は器高12.4 m、口 6.2 mを測る。 く する 部から口縁部を直

させている。口縁部はナ 調整、 部 面は 調整の後、下 をナ により り している。

平底を し、 面下 に が認められる。148は め上方に た 部が 部で内向きに し、

口縁部を く直 させる。149は下 を するが、147と 様の形 である。150 ～ 157は小型

丸底壺である。152は 部上 の内 が く、口縁部が大きく く。154・155は 部の ま

りが く、口縁部が直 となっている。156は 形で出土しているが、器高7.1 m、口 6.9 m

第26 　出土遺物実測 （11）　 地区：土器



京都府遺跡調査報告集　第 146 冊

-3 -

第27 　出土遺物実測 （12）　 地区：土器



松山遺跡第４次発 調査報告

-33-

を測り、 例よりも小型である。157は 底である。小型丸底壺は 形 が高く、埋 に して、

あまり を いていないものと考えられる。158 ～ 162はミニチュア土器である。 の

製 で、158は成形の の が 面に明 に る。159 ～ 161は、平底を し、内 する

部に く する口縁部を する。内 面 に が明 に る。162は 形の 部を

する である。口 3.5 m、器高2.0 mを測り、器 も に い小型 である。163・164は甕

である。 部以下は しない。164は口縁部に いナ による が認められ、 型甕 で

ある
６

。165 ～ 168は土師器杯である。165は全 の1/3 度が しており、口 12.6 m、器高6.3 m

を測る。 面は が しいが、内面には赤色顔料が塗布されている。166は い器 を し、

面下 は ズリ調整で 上 ている。168は口 14.2 m、器高3.7 mを測る。169 ～ 171は土師

器 である。169は口 8.0 m、器高1.8 mを測る。170は口 17.8 m、器高3.5 mを測る。 土は

良で、 成も良 である。171は口 15.5 m、器高2.9 mを測る。172は須恵器甕である。 部

を で３段に区 し、 れ れに 状文を施す。173・174は須恵器杯 である。175は須恵器

杯身である。176は須恵器高杯の 部である。177は である。口縁部を する。178は土師器

の壺である。口縁内面 部を する。大型 で、口 26.2 m、 大 50.0 mを測る。下 部

は する。179は須恵器杯 である。180は須恵器 である。高 は する。181は瓦器 で

ある。口縁部 近が1/10 度 する。 部が しており、 の上部と内面は にミ が

施される。 口 は14.0 mである。12世紀後 の所 で、丹後地域での出土は な例である。

182 ～ 184は 磁 、185は 磁 である。い れも である。182は1/8 すのみであり、

下 は する。口 は13.8 mを測る。 面に 文を施す。183・184は の である。185は、

口縁 部 近が1/10 するのみである。口 は27.2 mに 可能である。内面に 文を施

す。

186 ～ 319は 地区から出土したものである。313 ～ 319は 01から出土したが、 れ以 は

調査区南 において検出した遺物包含層から出土したものである。

186 ～ 198は甕である。基本的に 形の 部を し、 部が く 状に して口縁部に到る。

面は 調整、内面は 部以下を ズリ調整により 上 ている。186は口 15.2 mを測り、

198は口 16.3 mを測り、底部を一部 するが 器高は23.4 mを測る。 部の張りがなだら

かで、 部はやや 形を する。187は口 17.8 mを測り、192は口 19.6 m、194は口

18.4 mを測る。以上３点に関しては、口縁部は するが、 の ち上がりが く、 部 大

に して、 部の が大きいタイ である。188は口 15.4 mを測る。189は口 15.6 mを測り、

191は口 17.2 m、底部を一部 するが 器高は30.8 mを測る。口縁部は 部から丸みを

してなだらかに 続し、 上方 と る。190は口 15.2 m、195は口 17.6 m、197は口

18.3 m、器高28.5 mを測る。以上の３点は、口縁部の 面内 を させる布 型の甕である。

196は、口縁部を させながら く させる。口 19.3 mを測り、内 面ともに 調整で

上 ている。199 ～ 211は壺である。199・200は 重口縁壺である。199は 部から上 のみの

出土であるが、器 も い大型 である。200は 部に きによる な 状文が まれる。
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201は 壺である。なで で 大 が 部下 にある。 部 面は 、内面は 部以下を

ズリ調整で 上 ている。202 ～ 210は 口壺である。203は が張る形となっている。下 に

を する。204 ～ 210は、 形の 部に 上方に く口縁部を する。 部 面は 、内面

は ズリ調整による 上 を基本とする。205・209・210には、下 に の が見られる。212

～ 233は小型丸底壺である。器高、口 に9.0 m前後の製 が多く、 格性が想 される。211

は成形後、 から差し入れた 具が く で 部内面を り っており、器 の みは つ

きが大きい。212 ～ 220・223・228・229はほ 形で出土している。221は全 の1/2 が す

るのみであるが、口 7.4 m、器高8.2 mに 可能である。 部は横 のミ 調整で 上

ている。小 りな 部に大きく く口縁部を し、やや古相の特色を する。228 ～ 230は口縁

部が大きく せ 直 に ち上がる。230は口縁 部がやや内 している。231 ～ 233は口

縁部を する。232は 部 は10.4 mを測り、 部 大 やや上 りに 成前 を施す。また、

この の 面には、 ち きによると しき小穴が たれているが、本 の か、調査に

し後出的にできたものか判断が しい。 部には竹管文が る。2/5は 形となっているが、3/5

は したものを いに らして 結し施している。214・219・222は 部下 に の が認

められ、 の に関しても、 様の 用を 測できるのではないか。234 ～ 238は器 である。

234・235は い 状の受け部を し、 部が大きく く。234は受け部 を して直 させ、

部は を 通させている。237は受け部の が 部の れを している。238は受け部が

重に られているが の受け部は していない。239・240は である。239は口 21.8 m、

器高11.5 mを測る。内 面 に 調整で 上 られており、口縁部は する。 部下 には

が している。240は口 16.5 m、器高11.3 mを測る である。 部下 には が

している。241 ～ 269は高杯である。241 ～ 244は い杯部を し、杯部が大きく する。242

はほ 形で出土しており、口 16.9 m、器高11.9 mを測る。 部は で大きく する。245

～ 247は い杯部を し、杯部は せ 直 的に る。247は杯部内面を 状のミ 調

整で に 上 ており、 部のみをわ かに させている。248 ～ 252は い杯部を し、

杯部は直 的に る。248は口 15.8 m、器高11.0 mとやや小型で、 部の器 も くなって

いる。253 ～ 257は い杯部を し、杯部がわ かに する。258 ～ 262は い杯部を し、杯

部は直 的に る。杯部の が を成しておら 、 が明 ではない。258は 部が内

して丸みを ている。263 ～ 266も杯部の が を成しておら 、 が明 ではない。

杯部は内 向を している。267は小型 である。口 は10.4 mを測る。 部下 を する。

268は杯部が い 型を する。口 も11.5 mと小 りである。270 ～ 278は である。270 ～

272は を する。270・271は内 する 状の 部を しており、272は 上方に直 的に

た後、 部を させる。273は口 13.8 m、器高6.3 mを測る。底面に木 が認められ、

部 面には を する。274は273と 一形 を するがやや小型で、口 10.3 m、器高4.8 m

を測る。275 ～ 278は内 する丸い 部を する。275は下 部を するが、口 8.0 mを測り、

口縁 部 面に 列点文を施す。276はほ 形で出土しており、口 9.9 m、器高8.9 mを測る。
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口縁 部を小さく み、 させている。赤色顔料の塗布が認められ、 部上 に が観察さ

れる。277は内 する 部に、口縁部をわ かに させている。279 ～ 285は杯である。282・

283には赤色顔料の塗布が認められる。284は 形で出土している。口 12.9 m、器高5.9 mを測り、

面には が見られる。286 ～ 299はミニチュア土器である。286は器高8.1 m、口 5.7 mを

測る。平底を し、やや内 する 部から口縁部を く直 させている。 の 製 である。

287は小型丸底壺を して られている。288 ～ 290は 形の 部に する い口縁を する平

底の である。289の底部は から まされており、中 部に が いている。291 ～ 297は底

部から 上方に く 部を する である。291は 面を ズリ調整で 上 ており、 の は、

内 面 に が明 に されている。298・299は 部が 形を する である。口 、

器高 に3.0 m前後を測る小型 である。300・301は須恵器杯 である。302は須恵器杯身である。

303・304は須恵器高杯である。303は 高杯で方形の かし が たれている。304は 高杯

で 段 かし を する。305は須恵器壺である。口縁部のみの出土であるが、 で３段

第32 　出土遺物実測 （17）　 地区：土器
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に区 し、 上段には の、中段には一 の 状文を施す。306は須恵器壺 である。1/2 が

出土している。口 10.4 m、器高5.8 mを測る。307は土師器高杯である。 柱部以 は する。

多 形に面 りされており、断面形は 形となっている。 面には赤色顔料が塗布されている。

308・309は須恵器杯 である。310は 磁の壺である。 部 近が出土しており、 の剝 が

確認できる。鉄 を流し けている。 もしくは と考えられる。311・312は弥生

土器壺である。 文が施されており、 様式と考えられる。313は口 10.3 m、器高2.2 mを

測る土師器 である。314は口 10.4 m、器高2.2 mを測る土師器 である。315は口 10.5 m、

器高2.0 mを測る土師器 である。以上３点は 01から出土しており、埋葬に し えられた

と考えられる。316 ～ 319は鉄釘である。 は5.0 ～ 7.6 mである。棺 に 用されていたも

のと考えられる。

320 ～ 331は縄文土器である。326 ～ 334は 地区 01 、320・324・325・335は 地区、

321 ～ 323は 地区から れ れ出土している。320 ～ 323は 期の 型文土器である。 方向を

主 とする な 形文である。324 ～ 326は前期の縄文である。325は口縁部と考えら

れ、 面に み目を する。328は後期 の縁 文土器である。口縁部は内 向を す。329

は中期 の北白川 式であると考えられる。327・330 ～ 335は後期に すると考えられる。

き が施されており、 の間 には 密があり、 にも な平行 や、 な文様を

構成するものがある。335では の上下に横 の を ている。

２）土製品・銭貨

336 ～ 342は土製 である。336は 地区、338 ～ 341は 地区 01 、337・342は 地区

01 から れ れ出土している。

336は鳥形土製 である。 部から上 のみが出土している。 部を大きく するが、

第34 　出土遺物実測 （19）　縄文土器
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する 目は丸く し めている。 を り出しているが、 は する。 の形状から

鳥を表 しているものと判断される。337 ～ 342は土錘である。337 ～ 339は須恵質、340 ～ 342

は土師質に 成されている。337は さ7.4 m、 1.8 m、重量27.5 を測る。上下 面の中心に小

穴を っている。338は さ6.9 m、 1.8 m、重量22.1 を測る。上下 面に り目を入れている。

341は 部分があり全 は 明であるが、 4.8 m、 1.7 m、重量13.1 を測る。以上３点

は上下 に横方向から を つタイ である。339も 部分が大きく全 は 明であるが、

6.1 m、 2.6 m、重量44.1 を測る。340は さ6.8 m、 2.0 m、 0.8 m、重量26.2 を測る。

342は大 を する。 3.5 m、 1.1 m、 0.4 m、重量5.6 を測る。これら３点は中心

に を つタイ である。343 ～ 346は銭 である。343・344は 通 （1078年 ）である。

345は 通 （1111年 ）である。344と345は 面 が している。これ以 に２

が表面 を させて出土している。この に を すことができなかったが、 地区の遺構

査中に （1068年 ）、 通 （1038年 ）が出土している。

３）石製品

347 ～ 374は石製 である。347・348・353・355 ～ 358・360・361・363 ～ 369・371・374は

地区から出土しており、355が 01 から、 れ以 は 01 からの出土である。359は 地

区の 01 から、351・352・370は 地区から、349・350・362は 地区から出土した。347は

基 の石鏃である。全 2.9 m、 さ0.6 mを測り、重量は2.2 である。石 は イ で

ある。348・349は 基 の石鏃である。348は全 3.1 m、 さ0.5 mを測り、重量は2.2 。349

は 部をわ かに する。 2.9 m、 さ0.4 mを測り、重量は1.3 である。石 は348

第35 　出土遺物実測 （20）　土製 ・銭
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第36 　出土遺物実測 （21）　石製
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第37 　出土遺物実測 （22）　石製
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第38 　出土遺物実測 （23）　石製
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第39 　出土遺物実測 （24）　石製
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が玄 、349はチ ー である。350は 色 製の管玉である。 部をわ かに するが、

2.4 m、 0.65 mを測る。351は 石製の 玉である。352は 製の勾玉である。

から されている。353・354・358は紡錘車である。い れも 石製である。353は、 部 1.4 m、

底部 3.7 m、高さ1.4 mを測る。重量は17.9 である。354は、 部 1.7 m、底部 3.9 m、高さ

1.7 mを測る。重量は32.4 である。358は 部 2.0 m、底部 3.2 m、高さ1.5 mを測る。重量は

26.1 である。355は 製の 製石剣である。 を し、 11.2 mを測る。 部から

基部まで を し、基部 に関を り 。この イズから、 剣 は の可能性もある。

356は 製石斧である。 さ7.2 m、 さ1.8 m、重量75.2 を測る。357も 製石斧である。 さ8.1 m、

さ1.8 m、重量97.2 を測る。359は 製石斧である。 部を する。 7.2 m、 5.8 m、

第40 　出土遺物実測 （25）　石製
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さ3.3 mを測る。重量は202.2 である。以上の３点は ン 製で、い れも縄文時代に す

るであろう。360は砥石である。 質 製である。361は 製石剣である。 部のみの出土で

ある。片面のみに が確認できる。 は6.3 m、 3.5 m、 さ0.9 mを測る。石 は

である。362 ～ 365は石錘である。362は上 部 部上 に り みを する。重量は400

を測る。山 東部から丹後地域に特 の石錘である。363は から されており、 面では

場所を えて 数 の を みた 跡が確認できる。 から上 に向け り みを する。

重量は209.7 である。364・365は 平な 形を する。上下 に り目を する。重量は

364が46 、365は43.8 である。362・363は安山 製、364・365は 製である。縄文時代に す

ると考えられる。366は砥石である。全面において 用 が確認できる。 質 製である。

367・370は 石である。367は一部を する。直 9.0 m前後の 形を し、 みは5.6 mを測る。

重量は700 である。全周に が確認できる。安山 製である。370の平面形は 平な 形を

し、 9.6 m、 7.7 m、 さ3.5 mを測る。重量は407 である。 みも く、 な

の全周が平 になるまで い まれていることから、石器等の調整に用いられていた可能性が

考えられる。368・369・371・372は 石である。368はやや 平な 形を するが、上部を

する。重量は585 である。安山 製である。369は、 形の 状を するが、 部を する。

重量は710 である。 製である。371は 平な 形を し、上下 部に が認められる。

重量は360 である。 ン 製である。372は 型を する。重量は245 である。上下 面に

が認められ、 部は によると考えられる剝 が認められる。 製である。374は石

である。全 17.5 m、 さ7.5 mを測る。重量は1450 である。 製である。　　（奈良 ）

373は みのある の石 、または表 面を入 に した 面調整石器である。 さ

7.6 m、 5.8 m、 さ3.5 m、重さ164.3 を測る。石 は玉 あるいは鉄石 である。相 する

縁辺部の が により れ、 れとともに表 面に 続する剝 面 が形成されて

いる。これは として 形石器にみられる形 と 用 である。 な により縁辺部

に れ 、剝 が、 して片 面に特 的な 断面が形成されている。なお、本 は所

時期を考えると、旧石器時代の石 とするには、 の剝片剝 がみられないし、 形石器は旧

石器時代には一 的なものとはいえない。 って縁辺部の剝 形状からみて、縄文時代における

石器製 が されたようで、石鏃な の小型石器の を る目的で調整・成形されたも

のと しておきたい。       　　（ 一 ）

４．まとめ

の調査では、 ・ 地区で弥生時代後期の溝１ と古墳時代の土坑、土石流の 跡等を、 ・

地区では古墳時代の良 な遺物包含層を検出した。また、 地区では中世の火葬墓を検出した。

・ 地区で検出した溝 01bは、南 を土石流である溝 01aにより られており、全

を明らかにすることはできなかった。しかし、北 は良 に しており、 の地点からは弥

生時代後期後 を中心とする良 な資料を ることができた。遺物は、 色を するシル 層の
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中に埋 しており、 もほとん みられ 、 形 も 的に高いものであった。 の出土状

況から、北 の んだ流れに土器を していた様子を い知ることができ、当 期の集落が

の調査 の東 に がる丘陵 部に する可能性が めて高いと言えるだろう。これまで

遺跡の内 に関しては しいことが 明で、散布地とされていた松山遺跡の性格を大きく す

る成果と言えるであろう。また、溝 01aから出土した遺物群は、縄文時代から中世に到るま

での い時期 を することから、当地において、縄文時代から 代に到るまで、断続的に人々

の生活が営まれていたことが判明したのみなら 、 け んだ須恵器が含まれていることからも、

須恵器 等の生 遺跡の 在をも い知ることができる貴重な成果である。 地区を中心に 地

区の北 部にまで 遺物包含層は、古墳時代前期～中期にかけての遺物を中心とする。 の内

は小型丸底壺、ミニチュア土器、高杯等の器種が数量的に し、赤色顔料を塗布したもの、

２次的に火を受けたものも なから 確認される。このことから、 めて祭祀的性格の濃い遺物

群であると できる。これらの遺物は大きく することなく、 形 が 的高いことから、

埋 に し、大きく を いたとは考えられない。西 で実施された京都府 会 に

京丹後市 会の調査では、古墳時代前期後 から中期前 の竪穴式住居跡が検出されてい

る。この集落の成 により、東 に 在する丘陵 部において、 らかの祭祀を実施した場が

在することが想定される。また、具 的な遺構に ってはいないが、 、 磁、

磁等が出土しており、京丹後市 会が実施した発 調査においても、 面 が出

土している。古代ないし中世段 に、この種の遺物が ち まれる施設の 在が想 される。

（奈良 ）

１　 行 府営 村整備事 関係遺跡平成20・21年度発 調査報告 平成21年度の調査 １

松山遺跡第３次・ ン 寺遺跡 （ 京都府埋蔵文化財調査報告書（平成21年度） 京都府

会）2010

２　安 丹後の祭祀遺跡 （ 丹後 土資料 報 第６号　京都府 丹後 土資料 ）1985

３　石尾 田遺跡第２次 （ 京都府遺跡調査 報 第99冊　（財）京都府埋蔵文化財調査研究セン

ター）2001

４　 本 行 田（ ）遺跡発 調査 要 （ 大宮町文化財調査報告 第16集　大宮町 会）

1999

　 川 府営 基 整備事 関係遺跡平成 年度発 調査 要 ３ 利遺跡 （ 埋蔵文化財

調査 報（1994） 京都府 会）1995

６　石 型甕 について （ 京都府埋蔵文化財 集 第３集　（財）京都府埋蔵文化財調査研

究センター）1996

　京丹後市 会 松山遺跡第６次調査関係者 明会資料 2010.8.31
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２.柿谷古墳・美濃山遺跡発 調査報告

１．はじめに

の発 調査は、八幡インター 道路整備 に うもので、京都府山城北土木事 所

の を受けて実施した。調査地は、八幡市の南 丘陵地の縁辺部に する。柿谷古墳は美濃

山遺跡の 内にあり、道路 定地で遺跡の にかかる部分については、古墳の周 を含めて

調査することとなった。 近には、 谷横穴群、 谷・ 横穴群、 塚古墳、美濃山廃寺跡な

の遺跡が分布している。

柿谷古墳は八幡市 会により測量調査が行なわれており、直 10 前後の 墳と考えら

れていた。また、墳丘が 高であることから、主 部が横穴式石室である可能性も考えられてい

た。美濃山遺跡は、弥生時代後期から奈良時代にかけての集落遺跡である。 の調査地の西

に隣 する地点で、八幡市 会が発 調査を行なっており、古墳時代の溝等が確認されて

いる。

地表面の観察から、調査 地の中 部分は造成のために大きく 平を受けていると 察さ

れたため、 の調査では、 の北と南に ・ の２地区を設定して調査を行なうこととした。

調査にあたっては、京都府 会や八幡市 会、地 内里・美濃山の 会な に

ご いただいた。また、各大 の 生 や地 の方々の があった。 したい。こ

の報文は、 原が した。なお、調査に係る経 は、す て京都府山城北土木事 所が し

た。

現地調査責任者　調査第２ 　 後

調 査 担 当 者　調査第２ 調査第１係 　小 　

　次 調査 　 近

　主 調査 　 原

　主査調査 　 　

　調査 　松尾史子

調 査 場 所　八幡市内里柿谷、美濃山大塚

調 査 期 間　平成22年 月26日～平成23年１月13日

調 査 面 積　柿谷古墳１基

美濃山遺跡　400㎡

２．位置と環境

柿谷古墳・美濃山遺跡の所在する八幡市は、京都府南部の山城 地西部に する。市の西
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には、大 府との となる 山丘陵・美濃山丘陵が南北に横たわる。東およ 北 には、木津川

が して流れる。この美濃山丘陵の北東 縁辺部に、柿谷古墳、美濃山遺跡が している。

八幡市における旧石器時代の遺跡としては、ナイフ形石器が出土した 垣内遺跡や 遺

跡 宮 遺跡がある。縄文時代の遺跡としては、 垣内遺跡や 期の土器が出土した内

里八 遺跡がある。弥生時代以降は、遺跡の確認例が える。弥生時代中期では、集落跡として

内里八 遺跡、 垣内遺跡、方形周溝墓群が調査された 遺跡がある。弥生時代後期では、

備前遺跡、西 口遺跡、宮 遺跡、美濃山廃寺下層遺跡な がある。これらの中には、

に するため高所に営まれた 高地性集落 に する遺跡もある。

古墳時代前期から中期にかけては、 山丘陵周辺に、石 古墳、 山古墳、西車塚古墳、

東車塚古墳な の前方後 墳・前方後方墳が築造される。 塚古墳は、古墳時代前期 から中期

頃に築造された前方後 墳と考えられている。また、 ル塚古墳は、 土 を主 部とし、

方格 鏡や 器 を副葬する大形の方墳である。後期には、美濃山丘陵を中心に 谷・ 横

穴群や 谷横穴群な の横穴墓が多数営まれる。 時期の集落跡としては、木津川 遺跡や内

第１ 　調査地 周辺遺跡分布
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里八 遺跡な の、 地に する遺跡が

ある。

廃寺、西山廃寺では、 塔跡や瓦

跡が確認され、 世紀後 から 頃の創建

と考えられている。美濃山廃寺では、建物

跡や溝な が検出され、奈良三 壺片な

が出土している。集落跡としては、内里八

遺跡、上奈良遺跡、 遺跡、 遺

跡な がある。内里八 遺跡では、瓦や

書土器な が出土しており、 目される。

また、中国 時代の 陶 片な も出土

しており、遺跡の性格を考える上で 的

である。上奈良遺跡は、 式 に記

されている 奈良 の 地とみられて

おり、 文 な を記した 書土器が出

土している。生 遺跡としては、 寺

の創建瓦を 成した平 山瓦 がある。ま

た、平安時代には、木津川に面した 山丘

陵北 の 部に、石 八幡宮が され

る。中世の遺跡としては、内里八 遺跡、

上奈良遺跡、上津屋遺跡な がある。上奈

良遺跡では、中世の井戸跡から木造

の 部が出土している。

３．調査経過

の調査は、平成22年 月26日から

した。調査地は、南東から北西に る

丘陵の北東 面に しており、一 は

竹 およ 地となっている。柿谷古墳

の調査を行うためには竹 を に

する 要があったので、ま 、 の 要

のない美濃山遺跡 地区から調査を し

た。この地区では古墳時代から中世にかけ

ての土坑・溝等の遺構を検出した。 の後、

美濃山遺跡 地区でも、竹の い部分につ 第２ 　調査区
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第４ 　柿谷古墳地形

第３ 　柿谷古墳調査前地形
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第 　柿谷古墳断面

いて人 で を した。

の を って、柿谷古墳と美濃山遺跡 地区を一 化して重機 を した。柿谷古

墳の墳丘については、す て人 で ・ 査を行なった。 の結果、柿谷古墳は古墳時代後期

の方墳であることが判明した。また、埋葬施設として木棺直葬の主 部２基と甕棺墓壙１基を検

出した。 段 で、墳丘下部から古墳築造時の祭祀に関係すると考えられる小墳丘を確認した。

時に美濃山遺跡 地区の埋め しを行ない、平成23年１月13日に 地調査を した。この間、

平成22年12月23日に 地 明会を実施した。73名の方々が された。

４．柿谷古墳の調査

調査前の古墳の墳 部には、中世後期頃以降のものとみられる石造五輪塔の 輪部や一石五輪

塔の ・地輪部があり、下部に中世の墓壙な があることも 想された。調査の結果、 のよう

な遺構は確認でき 、 近にあった石塔が、古墳上に集められて祀られていたものと 測される。

この古墳は、後世の な で周 を り られている。特に、北 では著しい。 の状 が

的良く っている西 では、墳丘の が直 的に ており、一辺約12 の方墳と考えられ

る。西 南 では、３～ の周溝が している。この古墳では、埋葬施設として、墳 部

で木棺直葬の埋葬主 部を２基、墳丘東 部から甕棺墓壙１基を検出した。第１主 部の調査段

で都出 事に 地 導をしていただいた。

１）層序

古墳築造前の旧地形は、西 から東 に向かって下降する 面地である。この 面地に コ
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状の溝を旧表土上から り んで、一辺６ の方形区 を設ける。 土１が部分的に られ、

小墳丘状を する。この小墳丘に う埋葬施設はなく、 の性格は 明である。旧表土上から須

恵器が出土しており、墳丘築造時の祭祀な に係るものである可能性も考えられる。この小墳丘

については、 下層墳丘 として、後に記 する。

小墳丘上に 土２を いて、上面をほ 平にする。この 土は、東 では１ 以上に 。

この平面上のほ 中 に、 土３を山形に る。 子の かいシル 状のよく った 土で、

土の は かい。さらに の周辺に 土４を って、上面をほ 平にする。この平面上に

土 を き、 の上面から第２主 部の墓壙を り んでいる。

第２主 部の埋葬後に、 土６を って墳 部を整える。 子の かいシル 状の 土である。

葬の第２主 部の墓壙は、この 土上面から り まれる。第２主 部の埋葬後に、 土 で

墳 部を っているものと考えられる。 の上を、 土系の表土が っている。

２）第１主体部

墓壙は、 さ４ 、 ２ を測る。主 方向は、 87.5° で、ほ 東西方向である。墳

丘全 から見れば、やや北 りに する。この墓壙内に、 さ2.9 、 １ の 形

の せ式木棺を埋葬する。木棺の木口 を 土 で える。

棺内西 から、須恵器壺６点や高杯２点、鉄製 具の轡、鉄地 胡籙の一部や鉄鏃な が

出土した。須恵器は、 壺を せた高杯を中心に、 の壺が り巻くように される。

の北西 に高杯１ が される。 壺上からさらに１ の高杯が れた状 で出土して

いる。あるいは、 壺の に 用されたものとも考えられる。鉄地 胡籙は、これらの須

恵器の間に落ち んでおり、棺上に かれたものが棺の に って 落した可能性もある。棺

中 部 近では、人 の一部が していた。良 な 状況とは言い いが、大 や の

一部かと考えられる もある。遺 状況が く、確実なことはわからないが、人 の にやや

れが認められ、 埋葬された可能性も考えられる。棺東 木口 近からは、鉄剣１ 、須恵器

小壺２点、砥石２点等が出土した。剣は、木口に って かれていた。全 的にみると、西 の

方に副葬 が集中しており、遺 の は西 の可能性もある。

また、棺西 木口 で、木口 えの 質土の上面 近から須恵器高杯１点や杯 ２点、杯

身３点が出土しており、棺埋 後に かれたものとみられる。この主 部から出土した須恵器は、

陶 編年の 43型式期 行期のものとみられ、６世紀後 頃と考えられる。

３）第２主体部

第１主 部の下から検出しており、 れより古い主 部と考えられる。墓壙の主 方向は、

- °- で、ほ 東西方向である。 さ4.8 、 1.8 ～ 2.2 を測る。墳丘全 から見れば、ほ

中 に する。この墓壙内に、 さ2.8 、 １ の 式木棺を埋葬する。木棺の西 木口

を じりの土で える。棺内西 から須恵器壺１点が出土した。棺底部からの出土ではない

ので、棺上に かれていたものが 落したものと考えられる。

４）第３主体部
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墓壙は、墳丘の東 部 近に設けられている。後世の 平によって東 部を くが、直 1.3

の土壙に、須恵器甕を埋 していたものと考えられる。須恵器甕は、底部の 片がなく、人

的に ち かれたものとみられる。このような状況から、須恵器甕は甕棺として 用されたもの

と考えられる。甕内部から、須恵器 壺２点、高杯１点が出土した。

第６ 　柿谷古墳第１主 部実測



京都府遺跡調査報告集　第 146 冊

- 6-

５）下層墳丘

墳丘の断ち りで、古墳

築造以前の旧表土と考えら

れる層上から、須恵器

壺１点と杯 ・杯身 れ

れ１点が かれたような状

で出土した。 のため、

墳丘 土を して調査し

たところ、 1.6 、 さ0.3

の周溝を らせた一辺６

の小墳丘を検出した。こ

の墳丘に う埋葬施設は

く、古墳築造に関係する祭

祀遺構の可能性が考えられ

る。須恵器は、陶 編年の

10型式期 行期のもの

とみられ、６世紀中頃のも

のと考えられる。この古墳

およ 第２主 部の築造時

期を すと考えられる。

５．美濃山遺跡の調査

の調査地は、美濃山

遺跡のなかでも東 の縁辺

部にあたる。調査 地に

２か所の調査区を設定した。

地区は、柿谷古墳調査地

の南西 にあたるので、古

墳の調査地と一 化してほ

時に調査を行なった。

地区は、 地区から小さ

い谷状地形を てて南 の

平 地に設定した。

１）Ａ地区

この地区の調査では、須
第 　柿谷古墳第２主 部実測
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恵器や中国製白磁、石 や剝片等の遺物が出土したが、 著な遺構はなかった。

溝ＳＤ４　調査地南東 で検出した。 1.4 、 さ0.8 を測る断面形 形の溝である。ほ

南北方向に る。柿谷古墳の周溝が埋まってから された溝である。 明鉄製 な が出土

したが、明確に時期を す遺物は出土していない。周辺に る地 溝と方向がほ っており、

あるいは近世以降の遺構の可能性も考えられる。

２）Ｂ地区

当 、遺構面は い にあると想定していたが、近年の 土や による い整地層があ

り、遺構面までの 度は１ 以上に んだ。また、調査区中 近では、大きく された

部分もあった。この地区では、古墳時代から中世頃の遺構を検出したが、遺構密度は疎である。

土壙ＳＫ７　調査区中 西 りで検出した。直 0.4 の 整 形土坑で、 さは0.23 である。

土師器大型壺の 部片が出土した。遺構の性格は 明であるが、古墳時代前期頃の遺構とみられ

る。

第 　柿谷古墳第３主 部実測
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溝ＳＤ15　南西から北東にかけて る溝で、 １ 、 さ0.15 を測る。土師器小片な が

出土したが、時期等は 明である。溝 17は、南西から北東にかけて る溝で、 1.8 、

さ0.24 を測る。 高 の須恵器小壺や布目瓦片な が出土した。 世紀頃の遺構か。

溝ＳＤ13　南西から北東にかけて る溝で、 0.5 、 さ0.2 を測る。南西部が り状に

なる。瓦器小片が出土しており、中世の遺構とみられる。 近の溝 13・14もほ 時期の遺

構とみられる。

溝ＳＤ18　近年の と方向が っており、新しい時期のものと考えられる。 の 、小

等を検出しているが、建物等としてまとまるものはなく、時期も、中世以降と考えられる。

６．出土遺物

の調査では、須恵器や鉄製 をはじめ、様々な遺物が出土した。ここでは柿谷古墳の出土

遺物を中心に、美濃山遺跡出土遺物や古墳墳 部に かれていた石塔 も含めて報告したい。

なお、 の調査で出土した遺物は、整 15 である。

１）第１主体部

（1）土器　１～６は、棺西 木口 から出土した。１・２は須恵器杯 で、 井部が丸 を

第 　柿谷古墳下層墳丘平面
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第10 　美濃山遺跡 地区実測
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第11 　出土遺物実測 （１）　柿谷古墳主 部：土器　
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もち、 部は丸く わる。 井部と口縁部の に をもたない。１は口 14.8 m、器高4.6 m、

２は口 14.7 m、器高4.5 mを測る。３～ は須恵器杯身で、口縁部は め上方に直 的に ち

上がる。口縁 部には段をもたない。３は口 12.6 m、器高４ m、４は口 13.3 m、器高4.4 m、

は口 13 m、器高4.3 mを測る。以上の杯身・杯 は、陶 編年の 43型式期 行とみられ

る。６は須恵器 高杯で、 は 部 近で内 に し をなす。 部に シはない。

口 9.4 m、器高9.1 m、 mを測る。

～ 15は、棺内西 木口 近から出土した。 は須恵器 高杯で、杯部は 形である。杯

部の口縁部と底部の に を らし、 の下部に２ の を らす。 と の間に 状文を

施す。 部には３方向に 方形の シを施す。 部 近に をもつ。口 17.3 m、器高

13.4 m、 11.6 mを測る。 は須恵器 高杯で、杯部の口縁部と底部の に をもち、口

縁 部にわ かな段がある。 部には３方向に 方形の シをもつ。口 9.4 m、器高10.3 m、

8.8 mを測る。 は須恵器 高杯で、 段 シである。 方形の シを３方向に

施す。 部上 部は 目調整である。杯部は、口縁部と底部の に をもち、 の下部に

を らす。 と の間に 列点文を施す。口 12.5 m、器高18 m、 11 mを測る。10は

須恵器 壺で、やや 平 の器形である。 部から 部にかけて 目調整である。口

8.1 m、器高8.2 mを測る。11は須恵器 口壺で、口縁 部は して しさらに め上方に

く して受口状になる。 部に２ の が り、 以下は かい平行タタ のちナ 調

整である。内面はタタ 目を にナ す。口 14.7 m、器高20.2 mを測る。12は須恵器

口壺で、器形・調整は11とほ 様である。 面 部のナ 調整は で、タタ 目がほとん

えている。口 13 m、器高16.2 mを測る。13は須恵器 口壺で、 部およ 部に 目調

整がみられる。口 11.8 m、器高14.7 mを測る。14は須恵器直口壺で、口縁 部は丸く わる。

部に い１ の 、 上部に めの ２ が る。口 9.6 m、器高13.6 mを測る。15は

須恵器 口壺で、口縁 部が玉縁状になる。口 13.7 m、器高15.8 mを測る。

16・17は、棺内東木口 近から出土した。16は須恵器小形 壺で、器 は 目である。 成

は である。口 4.6 m、器高5.1 mを測る。17は須恵器小形 口壺で、口縁 部は受口状になる。

玉形のやや 平な器形であり、底部は平底である。口 5.5 m、器高4.2 mを測る。

（2）鉄製品　31 ～ 33は、出土状況から一 の胡籙 具とみられる。棺内西 木口の須恵器群

の間から出土した。31は胡籙本 と 用 ル を 結するための 具とみられる。 さ

m、 2.5 mを測る。32は を った 具である。 2.6 mを測る。33は鉄地 の 具で

ある。胡籙本 の木部が して する。 と鉄 を重 、さらに布を んで、胡籙

本 に２列の で けている。 は32よりも小 りである。 はない。 具の に 等に

はみ出した布が部分的に る。 具は 34 m、 2.4 m、 さ0.15 mを測る。

34は をもつ平 式の鏃である。 4.05 m、 2.25 m、 さ0.4 mを測る。35 ～ 49は

鏃で、胡籙 具 近から出土した。 状況が良 な36は、 さ19.6 m、 さ0.3 mを測る。

部に木質が して している。
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第12 　出土遺物実測 （２）　柿谷古墳墳丘ほか：土器

50は 鏡 轡で、 のため、 を した。棺内西 木口の須恵器群のす 東

から出土した。鏡 は、直 0.8 ～１ mの鉄 を 形に成形する。 の鏡 は 8.4 m、

7.1 mを測る。 の鏡 は 8.8 m、 7.5 mを測る。 は で、 が9.4 m、

が10.2 mを測る。 は、 が17.2 m、 が17.8 mを測る。 が する。51は

剣で、棺内東 木口から出土した。全 65.2 m、 部 53.7 m、 部 11.5 mを測る。 部 3.2

～ 3.4 m、 部 2.2 m、 部 0.6 ～ 0.8 m、 部 0.45 mである。

52 ～ 59は 鏃で、棺内に西 部に散 して出土した。 状 が良 な52は、 さ17.8 m、

さ0.2 ～ 0.3 mを測る。55・56のように、 れ がったものもある。60は鎌と考えられ、棺内

東 木口から出土した。 部を り る。 6.5 m、 2.7 m、 さ0.2 mを測る。61は刀

子で、棺内西 部から出土した。 さ14.2 m以上、 1.15 m、 さ0.25 ～ 0.35 mである。

（3）石製品　64・65は砥石で、棺内東 木口から鉄剣や須恵器小壺な とともに出土した。64

は さ6.3 m、 大 3.4 m、 さ2.2 m、重さ79.8 を測る。65は さ10.2 m、 大 4.6 m、

さ1.1 m、重さ101.7 を測る。石 は、 系である。

２）第２主体部

第２主 部からは、棺内南西 から須恵器１点が出土したのみである。18は須恵器 口壺で、

部 面下 には平行のタタ 目が、上 部から 部にかけては 目調整がみられる。内面下

部には 心 状のタタ 目が る。

３）第３主体部

甕棺を埋 した主 部である。22は須恵器甕で、棺として 用されたものとみられる。底部は、

用時に人 的に いたものとみられ、 していない。口縁部は し、 部は丸く わる。

部 面には平行のタタ 目がみられる。内面は、ナ 調整によりタタ 目を している。口

22 m、 高50.5 mを測る。19 ～ 20は、須恵器甕に入れられていたものである。19は須恵器

高杯で、杯部は底部から口縁部が して ち上がり、 が になる。 部には 形の シ

を３方向に施す。口 10.8 m、器高8.2 m、 7.3 mを測る。20は須恵器 壺で、 部と

部の がやや 張り になる。口 8.6 m、器高8.4 mを測る。21は須恵器 壺で、やや
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第13 　出土遺物実測 （３）　柿谷古墳主 部：鉄製
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第14 　出土遺物実測 （４）　柿谷古墳主 部ほか：鉄製
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平 の器形である。口 7.6 m、器高7.5 mを測る。

４）下層墳丘

下層墳丘築造前に、旧表土の上に かれたと考えられる土器である。23は須恵器杯 で、 井

部と口縁部の に形 化した をもち、口縁 部は段状になる。 井部に三 形状の きが

ある。口 13.7 m、器高4.5 mである。24は須恵器杯身で、口縁部が め上方に直 的に ち上

がる。口縁 部内面にごく い が る。口 12 m、器高4.5 mを測る。以上の杯 ・杯身は、

陶 編年の 10型式期 行と考えられる。25は須恵器 壺で、やや 平 の器形である。

部から 部 近に 目調整を施す。口縁 部に段をもつ。

５）墳丘

墳丘 土・墳 部およ 墳丘 面な から遺物が出土している。26は須恵器小形 壺で、内

面に が する。口 3.9 m、器高3.8 mを測る。墳丘 土からの出土であるが、旧表土

に近い層 から出土しており、下層墳丘に関 するものの可能性も考えられる。27は須恵器高杯

の一部で、口縁 部は する。 面に 状文・ 列点文・ 目な を施す。 土は 色

で、 成は良 である。陶 の製 か。 208期 行と考えられ、 出土した須恵器では

古である。南 周溝埋土から出土した。28は須恵器高杯の一部で、 部に方形の シをもつ。

土・ 成が27と しており、出土地点も近い。あるいは、 一 か。29は須恵器杯身片で、

墳丘東 から出土した。やや 平 の器形である。30は須恵器器 の 部で、墳 部から出土

した。中 に２ の を らし上下２段に分け、 れ れに 状文を らす。 シはない。

19 m、 高15.5 mを測る。62は鉄鏃で、 のある平 の鏃である。 4.05 m、

2.25 m、 さ0.4 mを測る。墳丘東 の表土 中に出土した。

６）美濃山遺跡

（1）土器・陶磁器　66は土師器壺の 部で、 大 は57 mであり、大型の壺である。古

墳時代前期頃のものと考えられる。 地区の土壙 から出土した。67は須恵器杯身で、 地

区から出土した。口 13 mを測る。陶 編年の 43型式期平行か。68は須恵器高杯で、 部

に シをもつ。 地区出土である。69は須恵器高杯 部で、 シをもつ。 地区出土である。

70は須恵器壺底部で、張 高 をもつ。高 ６ mを測る。 世紀頃の製 か。 地区出土で

ある。71は須恵器小形壺で、 部が 形を する。高 は で、高 3.6 mを測る。 世紀

頃の製 か。 地区溝 17から出土した。72は須恵器 で、 平な宝 つまみを す。 地区

から出土した。73は須恵器 の 部で、 部に 状の を す。 地区から出土した。74は土師

器 で、口縁 部が段状になる。口 18 m、器高３ mを測る。 ～ 世紀頃の製 か。 地区

出土である。75は土師器高杯 部で、 地区出土である。76は中国製白磁 で、口 18 mを測る。

地区出土である。77は平瓦で、上面に布目、下面に い平行タタ が る。 地区溝 17

から出土した。78は平瓦で、上面に布目、下面に縄タタ の 跡が る。 地区溝 17出土で

ある。79は丸瓦で、下面に布目 が る。 地区溝 17出土である。

（2）石器・鉄製品　80は 剝片の周縁を調整して られた 形の 製石 である。 ル
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第15 　出土遺物実測 （ ）　美濃山遺跡

を 部に用い、剝片 を 部としてこしらえている。 部に剝片剝 時の 面、 面に主要

剝 面が る。全 3.4 m、 部 1.85 m、 部 0.3 m、 さ0.75 m、重さ3.6 を測る。

イ 製である。製 時期は 明である。 地区出土である。81は剝片で、全 3.5 m、 1.8 m、

さ0.5 m、重さ３ を測る。 イ 製である。 地区出土である。82は剝片で、全 2.9 m、

3.9 m、 さ0.3 m、重さ3.6 を測る。 地区出土である。63は 明鉄製 で、断面の形状から、

刀子の可能性もある。 １ m、 さ0.25 mを測る。 地区溝 ４出土である。

７）石造五輪塔

柿谷古墳墳 部に２点の石塔 が かれていた。83は一石五輪塔の地・ 輪部で、 製

である。断面 方形の石 を用いており、やや 平な石塔である。 面およ 面は平 に調

整されているが、 面は く 上 るのみである。地輪 面中 上部には の ア が まれ

る。 の下には３行の があるものとみられる。中 部分の は 明である。 には年

号が、 には月日が まれているとみられるが、判 できない。地輪 面では れ れの中

上部に があり、 面は アン とみられる。 輪 面にも の が まれている。

面にも があり、 面には ン が まれている。地輪の下部６ mは平 になってお
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第16 　出土遺物実測 （６）　石造五輪塔

ら 、地中に埋め まれる部分と考えられる。 高28.8 m、 14.8 m、 さ11.2 mを測る。

中世 期から近世 頃のものとみられる。84は別石五輪塔の 輪で、 製である。上下

面に い がある。表面がやや れており、 等の は 明である。直 24.8 m、高さ

20 mを測る。中世後期以降のものと考えられる。

７．まとめ

の調査で、柿谷古墳は、古墳時代後期の６世紀中頃に築造された古墳であることが判明し
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た。この古墳は、木棺を直葬する方墳で、横穴式石室を導入していない点で 的な様相がみら

れる。ただ、鉄製 具や鉄地 胡 な を副葬しており、当時のこの地域の 者の墓と考

えられる。

第１主 部では、棺内西 木口に高杯上に 壺を せたものを中心に の壺を する土

器 がみられた。古墳における の形 を すものとして、 い。また、墳丘下層で、

小墳丘の 在を確認した。古墳築造に う祭祀に関係する遺構の可能性もあり、古墳築造の

を考えるうえで、 い遺構と言えよう。

この古墳の周辺には古墳の分布が ない。周辺地域は、横穴の密集地域であり、この古墳に

葬が行なわれた６世紀後 期には、 谷・ 横穴群で横穴の築造が まる。 の後、 世紀前

頃にかけて横穴の築造が んになるのに して、この時期以降に築造された古墳は 状では確

認されていない。 には、古墳を る をもった集 の が し、 って、横穴を る

をもつ集 が新たに して を拡大していった、というようなことがあった可能性

もある。古墳時代後期に、この地域に らかの 化があったのではないか、というようなことを

想 させる。このように考えると、柿谷古墳は、この地域で 後に造られた古墳とも考えられる。

八幡地域における数 ない後期古墳の調査例であり、この地域の古墳時代を考える上で、重要な

資料と言えよう。

美濃山遺跡では、古墳時代から中世にかけての遺構を確認した。遺構密度は疎らであるが、

れは、調査地点が集落遺跡の縁辺部であることも関係しているものと考えられる。調査 も

られており、 後、また調査が に行なわれることがあれば、さらに多くのことが 明され

よう。 後の調査に期 したい。

参考文献

八幡市 会 ル塚古墳発 調査 報 1990

八 成 美濃山遺跡（第２次）発 調査報告 （ 八幡市埋蔵文化財発 調査報告 第50集　八幡市

会）2008

大 白 塚古墳 確認発 調査（第１～３次）報告書 （ 八幡市埋蔵文化財発 調査報告書 第

54集　八幡市 会）2010

松 ほか 谷・ 横穴群 （ 京都府遺跡調査報告書 第34冊　（財）京都府埋蔵文化財調査研究

センター）2004
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３.上狛北遺跡第１次・柳田遺跡発 調査報告

１．はじめに

この発 調査は、主要地方道上狛城 の建設 事に い、京都府建設 通部の を受けて

実施したものである。上狛北遺跡・柳田遺跡とも木津川 の 積地に し、調査前の 況は

田であった。 遺跡とも土師器や須恵器、瓦な が表 されており、遺物散布地として周知さ

れていた。

、 遺跡を南北に 断して、主要地方道上狛城 が されたことから調査に ったも

ので、 遺跡ともはじめての調査である。

地調査にあたっては、京都府 会、木津川市 会のご 導・ご を た。記

して したい。当報告は 井が した。なお、本報告記 の国土 値については、日本測

地系を用いた。調査にかかる経 は、全 、京都府建設 通部が した。本報告は 井が

した。

現地調査責任者　調査第２ 　 後

調 査 担 当 者　調査第２ 主 調査第３係 事 　石井

　 調査 　竹井

　調査  　 井 史

調 査 場 所　上狛北遺跡　木津川市山城町上狛宝本・西浦代ほか

柳田遺跡　　木津川市

山城町椿井柳田

現 地 調 査 期 間　平成21年10月27日～平

成22年２月25日

調 査 面 積　1,000㎡

２．位置と環境

上狛北遺跡・柳田遺跡の所在する木津川

市山城町は京都府南部、木津川の に

する。 遺跡の周辺は、木津川によって

形成された 積平 が がっており、 在

田が営まれている。

木津川市山城町には南山城地域を代表す

る遺跡が多数所在する。以下、 遺跡の周
第１ 　上狛北遺跡周辺主要遺跡分布

（国土地理院 1/50,000 奈良）
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辺の山城町域における代表的な遺跡について 観する（第１ ）。

山城町域では旧石器時代・縄文時代に する遺跡は れほ 多くない。しかし、弥生時代にな

ると、中期の 出宮遺跡、後期の 上遺跡・椿井遺跡・上狛西遺跡な がある。い れも竪穴

式住居跡が確認されている。

古墳時代になると、三 縁 鏡が30面以上出土した椿井大塚山古墳（前方後 墳、全 175 ）

が築造される。しかし、椿井大塚山古墳を築造したと考えられる集 の集落は のところ 確認

である。また、椿井大塚山古墳に き続き平尾城山古墳（前方後 墳、全 110 ）が築造される

ものの、 の後は全 100 を えるような大型前方後 墳は築造されなくなる。中期 には上

狛北遺跡の北東の丘陵上に小 ながら前方後 墳である １号墳（全 27 ）が営まれる。

山城地域では、埋葬施設として横穴式石室を 用したもっとも古い古墳の１つとされる。このほ

か、後期群集墳として車谷古墳群（ 数40基以上）な がある。これに して、古墳時代の集落は

あまり知られておら 、上狛東遺跡では古墳時代前期の土器がまとまって出土しているものの竪

穴式住居跡な は 確認である。

飛鳥時代になると、古代寺 の１つである高 寺が造営される。また、高 寺 整備期の瓦

を いた高 寺瓦 跡な も確認されている。しかし、この時期の集落は 確認である。なお、

高 寺は中世前期まで 続した可能性が高い。

奈良時代になると、上狛北遺跡周辺は、具 的な遺構は 確認であるが、 京 京 定地と

されている。 き続く平安時代・中世も遺物の出土はみられるものの、具 的な遺構が検出され

た遺跡は ない。

３．調査経過

上狛北・柳田 遺跡は、これまで発 調査が行われたことはなく、調査 地周辺でも具 的

な調査成果が なく、木津川の旧 道な の 在が 想された。このため、遺跡の全 が 分に

明らかになっていないため、ま 、遺構・遺物の状況を するための確認調査を実施した。

調査は平成21年10月27日から調査地周辺の整備・ ンチ設定に し、11月２日から重機に

よる調査区の を行った。

調査は、 地の南 に する第１ ンチから し、 次、北に調査区を していく

こととした。調査区は周辺の 田の状況や な を考 して、 がまちまちであるが、

10か所の ンチを設定した（第２ ）。このうち第１～６ ンチが上狛北遺跡、第 ～ 10

ンチが柳田遺跡に 当する。

第１ ンチでは調査 々、中世の遺物が多数出土し、溝や柱穴な の遺構の 在を確認

するに った。一方、第２・３ ンチでも中世の 溝を多数確認するとともに、 の下層で

南北方向に る奈良時代の溝を確認した。

第４～ 10 ンチは、おお じような土層が 積をしている。 土・ 土を すると、

質土・ 層が く 積しており、安定した遺構面を確認することはできなかった。この 質土・
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層からは 量ながらも弥生時代から中世

にかけての遺物が出土した。 層より下層

の状況を確認するため、重機による断ち

りを行ったが、 土層が く 積している

ことを確認したにと まり、遺構面を確認

するには らなかった。この 土層からの

遺物の出土は認められなかった。

第４～ 10 ンチについては、以上のよ

うな状況のため、重機による 後、人

による 査、出土遺物の 集、重機による

断ち り、全 の を行い、す て

の の 後、安全に して、埋め

しを行った。

第１～３ ンチは、下層の調査後の平

成22年２月 日に コン リコ ターに

よる 中 を行った。 の後、遺物

の り上 、 面 成等を行い、２月25日

にはす ての ンチの埋め しを し

た。さらに ンチの周 に 入 等の

ための安全 と、 の遺物整 を

行った後、機 や事 所を 収し、３月１

日にす ての を した。

の調査で出土した遺物の 量は整

にして、15 である。このうち、第４～

10 ンチで出土した遺物は２ にと ま

る。

４．調査成果

10か所の調査区を設定して調査を行った

ところ、第１～３ ンチについては 著

な遺構・遺物とも確認できたため、平成22

年度に 地全 の調査を行うことになっ

た。以下では、第１～３ ンチについて

は を るにと め、 は平成22年

度の調査成果と せて行う。第４～ 10 第２ 　調査区
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ンチについては調査成果を ることにする。

第１トレンチ（第３ ）　調査 地のもっとも南に する調査区である。平面形は 整形な

五 形を し、北辺で10 を測る。調査面積は80㎡である。 地表下約0.5mで遺構面（上層遺構面）

を検出した。検出した遺構としては、柱穴30基以上、溝15 、土坑３基な がある。調査区の北

辺では、 在の 田 にほ 平行する ２ 以上の溝 01がある。 01の南 には 15

～ 30 m、 さ ～ 10 mの溝と直 20 ～ 30 m 度の多数の柱穴を検出した。これらの遺構は

大きく２時期に分けることができる（上層遺構第１・２面）。第１面は東西方向の溝が多数 さ

れる段 で、柱穴がほとん みられない。第１面の溝群を すると（ ～ 10 m り下 ると）、

第２面の柱穴や土坑を検出することができた。第２面の柱穴は列状に ものも認められるが、

調査 が いため、建物跡に 原できるか うかは明らかでない。しかし、柱穴が多数認めら

れることから集落の一 の可能性がある。

以上の上層遺構群は西 土層断面 の 層上面に相当し、 ～ 層の遺構が 在する。また、 ・

層には 量の遺物を含 ことから下層遺構の 在が 想される。

これらの遺構から土師器・瓦器・陶磁器な が出土した（第 １～ 10）。１～ は土師器、

６～ 10は瓦器である。１は、いわ る て 状口縁を する である。２・３・ は、口縁

第３ 　第１ ンチ上層遺構 ・土層断面
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部 面に２段の コナ 調整を施す である。２は小型 、３・ は大型 である。４は口縁部

面に コナ を施す である。６～ 10は瓦器 である。６はやや の で、口縁部が内

に ち上がる。口縁 部内面に を１ 施す。内 面とも密にミ 調整を施すが、見

みに 文は認められない。 面のミ 調整に 行して器表面に ズリ調整を施している。高

は断面 形を する。 ～ は底部から内 に ち上がった後、口縁部がわ かに

する。内面に密にミ 調整を施し、 面に いミ を施す。これに 行して成形時の

の 跡がみられる。口縁 部内面に を１ 施す。 ・ は底部を するが、 の高

は断面三 形を する。10は底部の 片で、高 の断面形は 形を する。内面にミ 調整を

密に施し、見 みには 数の多い 結輪状の 文を施す。

各土器の出土遺構は、１・６が溝 05、２・４・ ・ ・ ・10が溝 24、３が溝

23、 が柱穴 22である。

第２トレンチ（第４ ）　第１ ンチの北東45 し、 辺17 、 辺６mを測る。遺構の

がりを確認するための ンチを えて、調査面積は115㎡である。 地表下約0.6 ～ 0.8m

で遺構面を検出した（上層遺構面）。遺構としては、 に うと われる溝11 を確認した。上

層遺構面から10 ～ 15 m下 て、下層遺構面を検出した。検出遺構としては、主 をほ 南北方

向とする溝を１ を検出した（ 21）。溝 21からは、須恵器や土師器、瓦な が多数出土し

た。

各遺構面を北 土層断面 で確認すると、上層遺構面は 層上面に相当し、各溝は４層を埋土

とする。 ～ ・10層の遺構も 層上面から り まれている。下層遺構面は14層上面に相当す

る。下層遺構包含層は ・ 層に相当するが、奈良時代の土器な とともに瓦器 の 片の出土

もみられる。また、14層からは、下層の状況を確認するための断ち りの に、古墳時代の土器

が出土した。

溝 21は土師器・須恵器・瓦な が多数出土した。ここでは代表的な遺物を報告する（第

11 ～ 24）。11 ～ 18は土師器、19 ～ 24は須恵器である
１

。11は杯 である。 面を４分 した

ミ 調整を密に施す。12は杯 である。13・14は である。14は内面に 状の 文を施

す。15・16は壺 である。口縁部に コナ 調整、 部 面に 、ナ 調整を施す。15

の内面はナ 調整、16の内面には 調整を施す。17は高杯の 部である。 部 面は面 りを

行う。18は甕である。口縁 部内面はつまみ上 に する。 部 面に 調整、 部内

面にナ 調整を施す。19・20は杯 である。21は杯 である。22は杯 で、底部から内 に

ち上がって、口縁部が大きく する。 部下 から底部にかけての 面に、 ズリ

調整を施した後に高 を り ける。23は である。高 の 面は しており、 部が

地する。24は壺 である。22と 様に 部下 から底部にかけての 面に、 ズリ調整

を施した後に高 を り ける。

第３トレンチ（第４ ）　第２ ンチの北45 に し、 辺20 、 辺のうち南辺は4.5 、

北辺は２mを測る。遺構の がりを確認するための ンチを えて、調査面積は80㎡であ
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る。調査区の状況は第２ ンチに しており、 地表下約0.5 ～ 0.6 で遺構面を検出した。

遺構としては、 に うと われる溝12 を確認した（上層遺構面）。これらの溝からは 量な

がらも瓦器・土師器な の土器片が出土した。上層遺構面から約10 ～ 15 m下 て、下層遺構面

を検出した。検出遺構としては、第２ ンチと 様に、主 をほ 南北方向に つ溝を１ （溝

21）を検出した。この溝は、第２ ンチで検出した溝 21の中心 値 -16,663.35に

して、ほ じ -16,663.50が中心 値であることから、北 の 上に当たり、一 のも

のと考えられる。 に 続する１ の溝であるとすれば、 なくとも 80mに すると考えら

第４ 　第２・３ ンチ下層遺構 ・土層断面
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れる。

溝 21からは奈良時代の土師器・須恵器な が出土したが、実測 の は平成22年度の調

査成果と せて行うので、 は した。第２ ンチの溝 21出土の土器 とほ じ時

期、 じ内 である。

第２・３ ンチで検出した溝 21は、奈良時代において南北方向に直 状に る溝であ

ることから、 性の い施設に う区 溝や 路な の可能性が考えられる。このほか、下

層遺構面よりも下層から古墳時代の土器が出土した。

第４トレンチ（第６ ）　第３ ンチの北24 に し、 辺25 、 辺６m、調査面積150

第 　第１・２ ンチ出土遺物実測
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㎡を測る。 地表下約1.8mまで し、 層の 積を確認した。 層を人 で したが、

著な遺構は検出されなかった。また、調査区の一部で りを実施し、 層の下には 土層が

く 積している状況を確認した。第４ ンチの 積状況は、 土・ 土（１層）、中世～近代

の 積層（２層）、奈良時代の遺物を含 層（３層）、遺物を含まない 土層（４～ 層）となる。

層・ 土層ともに ミナな 、 の流れたような 跡は認められなかったことから、 状の地

形が 在したと考えられる
２

。

第６ 　第４～６ ンチ平・断面
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出土遺物としては、 層から土師器・須恵器・瓦器・瓦な が出土した。25 ～ 30は土師器、

31は須恵器、32は 陶器である。25 ～ 27は小 片であるが奈良時代の杯 である。28 ～ 30は

口 の 原の な甕である。い れも時期は奈良時代と われる。31は杯 である。32は

の底部である。

層からは奈良時代の遺物の出土が多いが、瓦器 の 片も含 ことから、中世（12・13世紀頃）

の に う 積である可能性が高いと考えられる。

第５トレンチ（第６ ）　第４ ンチの北29 に し、 辺20 、 辺６m、調査面積120

㎡を測る。 地表下約2.0mまで し、土層の 積状況、遺構の の確認を行った。第４

ンチ 様、 層を確認後、人 で したが、 著な遺構は検出されなかった。また、調査区

の一部で りを実施し、 層の下に 土層の 積を確認した。土層の 積状況は第４ ンチ

とおお じである。

遺物は ないが、 層から土師器・須恵器・瓦器な が出土した。33は土師器の もしくは

である。大きく内 する器形を するが、 しい時期は 明である。34は須恵器杯 で、奈良時

代のものである。なお、 土層からの出土遺物はない。

第６トレンチ（第６ ）　第 ンチの北23 に し、 辺25 、 辺６m、調査面積150

㎡を測る。 地表下約2.0mまで し、土層の 積状況、遺構の の確認を行った。第４・

ンチ 様 層を確認後、人 で したが、 著な遺構は検出されなかった。ただし、調査

区の北 なら に西 北 部で、調査区の北西 に がる落ち みを確認した（ 中の の

に がると 定）。落ち みの上 の 高は27.5m前後である。また、調査区の一部で り

を実施し、 層の下に 土層の 積を確認した。土層の 積状況は、上記落ち みを けば、第

４ ンチとおお じである。

出土遺物としては、 層から土師器・須恵器・瓦器な が出土した。35・36・41は須恵器、37

～ 39・42・44は土師器、40は瓦質土器、43は瓦器である。35は杯 、36は杯 である。37は

杯 、38は杯 もしくは である。39は甕で、 部内 面に 調整を施す。35 ～ 39は奈良

時代と われる。41は古墳時代の杯 の 片である。40はすり である。内面に 目が 確認

できる。42は もしくは杯である。形 的に瓦器 に するが、 化 成で 色を する。

43は の底部である。44は小型の である。40・43・44は中世のものである。42は奈良時代のも

のか中世のものか判断がつかない。

第７トレンチ（第 ）　第６ ンチの北50 に し、 辺10 、 辺4.5m、調査面積45

㎡を測る。 地表下約1.7mまで し、土層の 積状況、遺構の の確認を行った。第４～

６ ンチ 様、 層を確認後、人 で したが、 著な遺構は検出されなかった。また、調

査区の一部で りを実施し、 層の下に 土層の 積を確認した。

遺物は ないが、 層から土師器・須恵器・瓦器な が出土した。46 ～ 48は土師器杯 、49

は土師器甕で、い れも奈良時代の土器である。46・48は内面に 状の 文を施す。

第８トレンチ（第 ）　第 ンチの北15 に し、 辺10 、 辺４m、調査面積40㎡
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を測る。 地表下約1.8mまで し、土層の 積状況、遺構の の確認を行った。第４～

ンチ 様、 層を確認後、人 で したが、 著な遺構は検出されなかった。また、調査

区の一部で りを実施し、 層の下に 土層の 積を確認した。土層の 積状況は、 土（１

層）、 土（２層）、中世～近代の 積層（３～６層）、遺物を含 層（ ～ 層）、遺物を含まな

い 土層（10 ～ 14層）である（第 下）。

遺物は ないものの、弥生土器片がややまとまって出土したほか、土師器・須恵器・瓦器な

もある。50は土師器甕で、奈良時代のものである。51は 口壺で、弥生時代後期ないし古墳時代

ものと考えられる。口縁部は で、特に 部は が著しい。 部は下 に 大 を

もつ玉 形を する。 部の ち上がり部から 部にかけて、上から直 文・ 文・ 状文を

施す。なお、実測 は各部の 片から 面上で 原したもので、 や きについては しも

確でない部分がある。

第９トレンチ（第 ）　第 ンチの北83 に し、 辺20 、 辺 m、調査面積100

㎡を測る。 地表下約2.0mまで し、土層の 積状況、遺構の の確認を行った。第４～

第 　第 ～ 10 ンチ平・断面
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ンチ 様、 層を確認後、人 で したが、 著な遺構は検出されなかった。また、調

査区の一部で りを実施し、 層の下に 土層の 積を確認した。

出土遺物は に なく、土師器や須恵器の 片が出土したにすぎない。52はやや大型の土師

器甕の 片である。口縁部内面と 部 面に 調整を施す。奈良時代のものであろう。

第10トレンチ（第 ）　第 ンチの北26 に し、 辺20 、 辺６m、調査面積120

㎡を測る。 地表下約2.0mまで し、土層の 積状況、遺構の の確認を行った。第４～

ンチ 様、 層を確認後、人 で したが、 著な遺構は検出されなかった。また、調

査区の一部で りを実施し、 層の下に 土層の 積を確認した。土層の 積状況は、 土

第 　第４～ 10 ンチ出土遺物実測
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（１層）、 土（２・３層）、中世～近代の 積層（４～ 層）、遺物を含 層（ ～ 10層）、遺物

を含まない 土層（11・12層）である（第 下）。

出土遺物は第 ンチ 様、 に なく、土師器や須恵器の 片が出土したにすぎない。

45は土師器 である。中世のものであろう。

５．まとめ

調査の結果、第１～第３ ンチでは古墳時代・奈良時代・中世の各時期の遺構・遺物を検出

した。これらについては、関係機関と の上、平成22年度に調査区を拡張して全面的な調査を

実施することになった。平成21年度の調査成果の については、平成22年度調査の成果と わ

せて めて報告することにしたい。なお、第１～３ ンチは上狛北遺跡の 内に収まる。

一方、第４～ 10 ンチにかけては、 土・ 土の下層で、 い 層（0.5 ～ 0.8 ）・ 土

層（1.5 以上）の 積を確認するとともに、 層から 量の遺物が出土した。この 層の 積は、

等によって調査地の周辺から流れ んだものと われることから、出土遺物も 様と考えら

れる。また、安定した遺構面も確認できなかった。以上のような調査成果から、第４～ 10

ンチにかけては、木津川な の旧 道もしくは 状の地形を していたと考えられるが、遺物の

出土から調査地周辺に遺構・遺物の がりが 想される。

１　奈良時代の土器の器種分 については、奈良文化財研究所の分 を用いた。

　　　奈良文化財研究所編 平城宮発 調査報告 （ 奈良文化財研究所 報 第70冊）2005ほか

２　第４・ ンチの 積状況については、当調査研究センター 事 田 よりご を た。

当 調査区周辺が、 川の旧流路な ではなく、 状の地形であったことは 田 事の による。
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４.椿井遺跡第３・４次発 調査報告

１．はじめに

の調査は、平成21年度 22年度府営基 道整備事 山城２期地区に係る埋蔵文化財

発 調査に い、京都府 部の を受けて実施したものである。

椿井遺跡は、木津川市山城町椿井に所在する縄文時代から近世にかけての 遺跡である。こ

れまで当 事 に い ２ の発 調査が実施されており、 の調査は第３・４次調査とな

る。第１・２次調査では、縄文時代後期の墓と考えられる土坑や弥生時代後期の竪穴式住居跡、

土坑な が確認されており、弥生時代後期の高地性集落として 目されている。

調査の結果、第３次調査では弥生時代の土坑、飛鳥時代の溝・建物・柵列のほか中世以降の

や土坑を、第４次調査では弥生時代の方形周溝墓・土坑・溝、古墳２基、中世の柵列や土坑

を検出した。

調査に係る経 は、全 部が した。報告に 用した 系は、日本測地系の第

系である。調査にあたっては、京都府 会、木津川市 会、地 会をはじめ多

くの方々にご 導・ご をいただいた。記して、 を表します。

各年度の調査 等は以下のとおりである。本報告は松尾・ が した。

現地調査責任者　調査第２ 　 後

調 査 担 当 者　第３次調査　調査第２ 主 調査第３係 事 　石井

調査 　松尾史子

第４次調査　調査第２ 調査第１係 　小 　

調査 　松尾史子

調 査 場 所　第３次調査　木津川市山城町椿井松尾

第４次調査　木津川市山城町椿井御霊後

現 地 調 査 期 間　第３次調査　平成21年10月28日～平成22年２月18日

第４次調査　平成22年 月10日～ 11月21日

調 査 面 積　第３次調査　1,200㎡

第４次調査　1,050㎡

２．位置と環境

椿井遺跡は、木津川市山城町の南東部の丘陵およ 段丘上に 地する。周辺の遺跡を見て

みると、縄文時代 創期の 器が 遺跡から出土している。 遺跡からは縄文時代 期の

型文土器も出土している。前期には 出宮遺跡で集落が形成され、後・ 期の土器が 上遺
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跡や椿井大塚山古墳の 土内から出土している。弥生時代の遺跡には中期の 出宮遺跡、後期の

上狛西遺跡、 田 谷遺跡、 寺 内がある。

古墳時代前期には椿井大塚山古墳、平尾城山古墳、椿井 上山古墳、北 原 山古墳、椿井

御霊山古墳な の大型の前方後 墳が築造されるが、中期には古墳築造がこの地域では見られな

くなる。古墳時代後期には横穴式石室を埋葬施設とする群集墳が造られる。南山城でいち く横

穴式石室を導入したと考えられている椿井 古墳をはじめ、上狛 １号墳（T 47）、

田山 １号墳・車谷２号墳（ T15）は 内系横穴式石室導入期の古墳である。松尾古墳群、

古墳群、宮城谷古墳群な の群集墳が数多く分布する。 時期の集落については旧山城町内で

はこれまで 確認であったが、上狛北遺跡で古墳時代中期から後期の集落が見つかった。白鳳期

には狛 により高 寺が造営され、奈良時代には山城国府や 京が かれたと考えられている。

第１ 　調査地 周辺遺跡 （国土地  1/25,000 田辺）
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中世には山城国一 の となったことで 名であるが、 城跡、椿井城跡な の山城が築か

れている。また、近世まで大里 集落として えていた。

３．第３次調査

１）はじめに

第３次調査地は椿井遺跡の南西部の丘陵上に する。弥生時代後期の竪穴式住居跡な が検

出された椿井遺跡第１・２次調査地点の南方約300 の地点にあたる。平 には椿井 上山古墳、

南西の谷には松尾古墳群が所在し、東 には松尾廃寺と松尾 社が隣 する。松尾 社の 内は

京都府文化財 全地区となっており、平成 年度の表 の に う発 調査で、土

が鎌 時代に ることが明らかになった。ほ じ場所にあったと考えられている松尾廃寺は古

代の寺 跡で、松尾 社の土 中から古代（白鳳期～平安時代 期）の瓦が出土している。平成11

年度の調査では、鎌 期の寺域西辺の築地 落ち溝が確認された。近世には松尾 社の 宮寺で

ある松尾山 寺があったと えられている。また、平成13年度の山城町 会の椿

井 上山古墳の発 調査では、弥生時代後期の の区 溝や土坑が見つかっており、

の調査地は の区 溝の内 になることから弥生時代の集落跡が見つかることが 想された。

調査にあたっては、道路の路 内に３か所の調査区を設定し、 れ れ北から１～３ ンチ

とした。なお、２ ンチには平成11年度の山城町 会の調査区（ -103・ -104tr）が含

まれ、 -102trで確認された松尾廃寺の西辺溝より西 に する。また、３ ンチの南

第２ 　第３次調査 ンチ
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面には松尾古墳群が分布する。調査の結果、弥生時代の土坑１基、飛鳥時代の溝２ 、建物２ 、

柵列１ 、中世の柱穴や土坑を確認した。

２）検出遺構

（1）１トレンチ　調査地は南から北 の谷に向かって する地形である。表土である

に う 土を50 mほ するとす に 色の地山に した。 による が全 に

んでおり遺構は であった。出土遺物としては、 から弥生土器と われる小 片が 量出

第３ 　第３次調査１～３ ンチ平面
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溝 44や 柱建物跡 01・02、柵列 01のほか、中世以降の や土坑を確認した。

ンチ南部では近世以降の 平により 著な遺構は確認されなかった。

土坑ＳＫ46　 １ 、 0.7 、 さ mの 整形な土坑である。 と多量の 大の

により埋まっていた。中世の瓦が出土した。

土坑ＳＫ09　 ４ 、 ３ 、 さ10 の 整形な土坑である。 ンチ中 南西部で

検出した。埋土は 色 質 土 色土で、鎌 時代の瓦（第10 33）や土師器な が出土

した。

溝ＳＤ44　 ンチ北部で検出した東西方向の溝である。 0.6 ～ 1.6 、 さ40 mで、断面

は い 形である。 分を検出した。東西とも調査地 に続く。埋土は 色土

色土で、 世紀前 の須恵器や土師器が出土した。須恵器には杯や甕がある。杯には杯

の身は見られない。土師器は や甕な 具が目につく。

掘立柱建物跡ＳＢ01（第 ）　 44の南 で検出した東西 の 柱建物跡である。 間

２間（3.6 ）、 行２間（4.2 ）以上で、東 は調査地 に続く。建物の主 は西で北に15° く。

柱間は いである。建物の柱穴は、直 30 ～ 50 mの 整 形で、 さは20 ～ 40 mと一定で

ない。出土遺物は時期 明の土師器片のみである。

掘立柱建物跡ＳＢ02（第 ）　 01の南で検出した東西 の 柱建物跡である。 間２

間（4.7 ）、 行３間（6.2 ）以上で、建物の東 は調査地 に続く。建物の主 は西で北に10°

く。柱間は いである。建物の柱穴は、直 30 ～ 50 mの 整 形で、 さは10 ～ 60 mと一

第４ 　１ ンチ土層

土しただけである。

（2）２トレンチ　調査前は柿

の木 であった。表土直下で遺

構面となる 色 土に し

た。 ンチ北部で土坑 43

や柱穴群、中 部で飛鳥時代の

第 　土坑 43実測
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第６ 　溝 44、土坑 46実測

定でない。出土遺物は時期 明の土師器片のみである。

柵列ＳＡ01（第 ）　 02の南西で検出した南北方向の柵列である。主 は北で西に３°

く。２間分（5.3 ）を確認した。柱間は1.5 ～２ と いである。出土遺物は弥生土器片およ

時期 明の土師器片である。

土坑ＳＸ43（第 ）　 、 さ約0.2mの 方形の土坑である。調査地北 で検出した。
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調査地内では北西およ 南西のコー

ナーを確認しており、東 は調査地

続く。なお、土坑の上層では弥

生土器がまとまって出土した。弥生

土器の出土した ルで、部分的で

はあるが 化面もみられ、一部

による赤 が認められた。赤 部分

は 跡である可能性が高い。このこ

とから竪穴式住居であった可能性が

ある。

（3）３トレンチ（第３ ）　表土直

下で遺構面となる 色 土とな

る。調査前は で、 ンチ北 で

は に う溝が多く見られた。

ンチ中 部西 で飛鳥時代の溝

18を検出したほか中世以降の

や土坑を確認した。 群はほ

とん が直 15 ～ 20 mの 形で、

埋土は 色土である。遺物が出土

していないため時期は 明である。

溝ＳＤ18（第 ）　 1.2 、

さ25 、断面 状の溝で、 分

を検出した。埋土は上層が

色 土で、下層が白 色 土であ

る。上層から須恵器 壺（第10

30）が出土した。時期は飛鳥時代と

考えられる。

溝ＳＤ54　 ンチ南西 で検

出した 10 m、 さ10 mの

に がる溝である。この溝の南西

部分から弥生土器が数点出土してい

ることから竪穴式住居の周 溝の可

能性もある。

３）出土遺物（第 ・10 ・ 17

～ 19）

第 　 柱建物跡 01・02、柵列 01実測
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出土遺物には弥生土器、土師器、須恵器や瓦 石鏃がある。

これらの遺物の時期は、弥生時代・飛鳥時代 して中・近世であ

る。瓦は鎌 時代と近世のものが中心である。出土した遺物は、

整 にして 数 である。

以下主な出土遺物について報告する。

土坑ＳＸ43（第 １～ 12）　 43の上層からは弥生土器が

まとまって出土した。１は 口壺の口縁部である。口 11.0 m、

高4.0 mである。２は近 系の甕または である。口縁部は

している。 部には列点文を施し、 部の 直 文は４

を数える。３～６は甕である。 が中型で、 は小型である。３

は口 13.8 m、器高12.1 mである。口縁部は く 方に し、

部は丸く まる。内 面とも 調整をする。４は口

14.0 m、器高12.5 mである。口縁部は く に し、 部

は丸く まる。内 面とも 調整をする。 は口 15.1 m、器

高17.0 mである。口縁部は く に し、 部は受け口状で

ある。 面は 調整をする。内面は が著しく 明である。

６は口 13.3 m、 高9.6 mである。口縁部は く に し、

部は丸く まる。内 面とも 調整をする。 ～ は小型 である。い れも直口口縁で、

底部を上 底ふうに 上 る。甕の分 成形下 を基 に製 された可能性がある。 は口

10.6 m、器高5.6 m、 は口 10.8 m、器高6.7 mである。10は高杯の 部である。底 14.6 m、

高8.7 mである。３方向に かし が施される。 面は に かれ、内面は 調整をする。

11・12は器 である。11は口 20.6 m、 高5.3 mで、内 面ともにミ で調整する。12は

底 14.6 m、 高8.7 mである。 面はミ 、内面は で調整する。 者はほ じ地点

で出土していること、 土や調整が に良く ていることから 一 と考えられる。これら

の土器は第 様式の後 に すると考えられる。

溝ＳＤ44（第 13 ～ 26）　13 ～ 18は土師器である。13は土師器の杯 である。口 22.6 m、

器高7.8 mである。口縁部は底部から しながら ち上がり、口縁 部は内 に面をもつ。口

縁部 面はミ 、底部 面は 定方向の ズリを施す。内面には 文を施す。口縁部は 状

格子状の 文である。飛鳥 もしくは に 行するものである。14は 、15は甕の であ

る。16は甕である。口縁部は受け口状に ち上がる。内 面とも で調整する。17は の底部

である。底 は10.5 mで、穴は２つである。18は 甕の下 部である。内 面ともに かい

で調整する。19 ～ 26は須恵器である。19は杯 の で、口 11.8 m、器高3.9 mである。20

～ 23は杯 の身で、 のもの（20・23）と のもの（21・22）がある。底部は丸みがなく平底

に近い。20は口 10.6 m、器高4.0 m、21は口 11.6 m、器高2.3 m、22は口 12.0 m、器高

2.9 m、23は口 12.0 m、器高3.4 mである。これらは、口縁部の形 量から 世紀前

第 　溝 18実測
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第 　第３次調査出土遺物実測 （１）
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第10 　第３次調査出土遺物実測 （２）

のものと考えられる。21は りが に小さく、杯 の の可能性がある。24は方形２段 かし

をもつ高杯の 部である。25は 壺の 部である。26は甕である。 面には平行タタ 、内面

には 心 のタタ が見られる。これらの土器は、土師器杯 須恵器杯の時期から飛鳥時代前

のものと考えられる。

27は石鏃である。２ ンチの

から出土した。28は弥生土器の甕の底

部である。小土坑から出土した。29は

須恵器杯の である。２ ンチの

の一つから出土した。30は須恵器

壺である。３ ンチの 18から

出土した。口 8.0 m、器高9.8 mで

形 である。 の張りは くなで で

ある。31は近世の の である。

包含層から出土した。32は近世の土師

器 である。２ ンチ南部の みよ

り 出 土 し た。 口 33.2 m、 高

5.05 mである。 土は 良で 面は

白色であるが、断面は 色である。内

面は かい で調整する。33は鎌

時代の瓦である。２ ンチの 09

から出土した。平瓦の 片であろう。

みは2.2 mと分 く、 面には格子目

（ ）のタタ の が見られる。

４）小結

第３次調査では、弥生時代・飛鳥時

代 して中・近世の遺構や遺物が見つ

かった。弥生時代については、 的第11 　第４次調査 ンチ
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りの良い土器がまとまって出土したものの、竪穴

式住居跡が 数分布するような状況は確認できなか

った。後 の飛鳥時代ごろに大部分が 平されたた

めと考えられる。 01・02 01からは遺物

が出土していないが、 18・44な と 時期の飛

鳥時代の遺構と考えたい。飛鳥時代の溝や建物につ

いては、椿井遺跡で 時期の遺構が確認されたのは

がはじめてである。白鳳期に創建されたとされ

る松尾廃寺よりも古い遺構であることから、寺の造

営と らかの関係があると考えられる。また、中近

世の遺構や遺物については、松尾廃寺や 寺に

うものと考えられる。建物等は確認され 、寺の建

物がある区 の であった可能性がある。

４．第４次調査

１）はじめに

第４次調査地点は、椿井遺跡の南東 、第３次調

査地の南方100 近に する。木津川の 段

丘上に 地しており、平地との 高差は約20 であ

る。地形は北に向かって高くなる。調査 地の

況は 田や であった。調査地南 の西 には前

期の前方後 墳である御霊山古墳が隣 し、東 の

丘陵上には 古墳群や 古墳群、高築山古

墳群な の後期古墳が多く分布している。南東には

後期の前方後 墳を含 上狛 古墳群がある。

の調査では、集落の縁辺部の様子や隣 する

椿井御霊山古墳の周溝の 、 古墳群に な

る丘陵 部における古墳の の確認を目的とし

て調査を実施した。

調査にあたっては、事 定地内に か所の調査

区を設定し、南から に１～ ンチとした。調

査の結果、弥生時代の方形周溝墓状の遺構、土坑、

新発見の古墳２基、中世の柵列と土坑を確認した。

２）検出遺構

（1）１トレンチ（第11 ・ 第 ・10）　御霊山 第12 　１～３ ンチ平面
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古墳の東 の 田に設定した ン

チである。 古墳の周溝の

集落の縁辺部の様子をを確認するこ

とを調査の目的とした。表土直下で

遺構面である 色 土 色

土に した。検出遺構には、弥生

時代後期の方形周溝墓や流路・溝・

土坑のほか、中世以降の 溝な

がある。なお、御霊山古墳の周溝と

考えられる溝は検出されなかった。

また、 ンチ中 部は周辺より

んでおり、 白色 質土が く

積していた。この 白色 質土よ

り旧石器時代のナイフ型石器（第18

１）が出土したため、３ の

で１ リ ドを設定して（第

12 け部分）石器の調査を行っ

た。 の結果上層 ～ 10 mの 白

色 質土から縄文時代の石器が 数

18点出土した。 れより下 からは

遺物は出土しなかった。

方形周溝墓状遺構ＳＸ49　１辺６ 、 0.4 ～ 0.8 、 さ0.1mの コ 状に る溝である。

ンチ南東部で検出した。主 は北から15°東に く。埋土は、 色 性 質土である。埋

土から弥生土器片がわ かに出土したこと、溝の内 に 等が見られないことな から方形

第14 　土坑 53・55実測

第13 　方形周溝墓状遺構 49実測
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周溝墓の可能性が考えられる。

土坑ＳＫ53　 1.2 、 0.7 ～１ 、 さ0.2

の 形土坑である。 ンチ中 部南 りで検出

した。埋土は 色 質土で、弥生土器の甕（第17

37）が出土した。

土坑ＳＫ55　 1.6 、 １ 、 さ0.1 の

形土坑である。埋土は 色 質 土で、弥生土

器の甕が出土したが、 化できなかった。

土坑ＳＫ67　 1.3 、 １ 、 さ0.1 の

形土坑である。埋土は 色 質 土で、弥生土

器の甕（第17 36）が出土した。

土坑ＳＫ71　 1.6 、 １ 、 さ0.1 の

形土坑である。埋土は 色 質 土で、弥生土

器の甕（第17 34）が出土した。

流路ＳＲ76　 さ 、 大 6 、 さ0.1 ～ 0.5

の流路である。 ンチ中 北よりで検出した。流路の底は、東から西に向かって する。

埋土は 色 質土 色 質土で、弥生土器のほか縄文時代の石鏃や剝片が出土した。弥

生土器は遺 状 は良くなかった。

溝ＳＤ80　 0.7 、 さ0.15 ～ 0.2 の東西方向の溝で、１ 分を検出した。埋土は 色

質土で、ほ 形の弥生時代後期の甕（第17 38）が１点横 で出土した。

（2）２トレンチ（第12 ・ 第11）　１ ンチの北 の１段高い 田に設定した ンチで

ある。表土下0.5 まで 色 質土、 色 色 質土、 色 質土の に 積しており、

の下の明 色 質土上面で、上層

遺構である室町時代以降の 溝を

検出した。 の下層には 色系の

質土が 積しており、表土下1.2 で

地山である 色 質土に する。下

層遺構である中世前期の遺構は地山

面で検出した。検出遺構は中世の柵列

３ と土坑や溝である。

柵列ＳＡ01　 ンチ中 で検出

した柵列である。主 は北から32°西

に く。３間分（5.4 ）を検出した。

柱穴は直 0.25 の 形で、 さは0.4

である。柱間は1.8 等間である。

第15 　溝 80実測

第16 　柵列 03実測
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第17 　第４次調査出土遺物実測 （１）　１～３ ンチ：土器

柵列ＳＡ02　 ンチ西 で検出した柵列である。主 は北から33°西に く。３間分（5.4 ）

を検出した。柱穴は直 0.2 の 形で、 さは0.2 である。柱間は1.8 等間である。

柵列ＳＡ03　 ンチ南部で検出した に がる柵列である。主 は北から38°西に く。

東西１間分（２ ）、南北１間分（3.4 ）を検出した。柱穴は直 40 m前後の 形ないし 丸方形

で、 さは0.4 前後である。柱間は いである。

土坑ＳＫ58　 ンチ西北 で検出した土坑である。検出 0.4 、検出 0.7 で さは0.2

である。埋土から土師器の （第17 45）が出土した。

（3）３トレンチ　２ ンチの北西に隣 する 田に設定した ンチである。地表下で地山

である 色 土層に した。近世以降の土 り穴以 に 著な遺構は検出されなかった。土

り穴からは中世の土師器や瓦器 、近世陶磁器が出土した。

（4）４トレンチ　３ ンチの北東 の１段高い平場に設定した ンチである。表土下２

まで したが、安定した遺構面はなく、 著な遺構・遺物は確認されなかった。

３）出土遺物（１～３ ンチ）（第17・18 、 第19・22）

出土遺物には弥生土器、古墳時代の須恵器、中世の土師器、瓦器、陶磁器、近世陶磁器な が

ある。出土した遺物は、整 にして 数６ である。

34 ～ 38は弥生土器である。34 ～ 36は甕の底部である。34は 71から出土した。 が

く、調整は 明である。35は 76から出土した。内 面 に で調整されており、底部 面
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第18 　第４次調査出土遺物実測 （２）　１ ンチ：石器
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はわ かに 。36は 67から出土した。 が く、調整は 明である。底部 面は大き

く 。37は 53で出土した小型の甕である。口 12.8 m、器高16.4 mである。 面は 部

から底部までタタ による調整の 跡が る。38は 80で出土した甕である。口 19.0 m、器

高27.0 mである。内 面とも が く底部にタタ の 跡がわ かに認められる。39は高杯

である。 ンチ中 部の包含層から出土した。 部と杯部は 土 を して する。

部には３方向の かしが施される。 が く調整は 明である。

40 ～ 42は土師器 である。40は３ ンチの土 り穴より出土した。口 9.0 m、器高1.3 m

である。13世紀ごろのものである。41・42は２ ンチの 溝 時に出土した。41は口縁部

が 上方に く。 で 土は白っ い。口 11.0 m、器高1.6 mである。 明 が２か所認め

られる。42は口縁部が内 する。口 11.8 m、器高2.4 mである。43は大 型瓦器 である。３

ンチの土 り穴から出土した。口 12.7 m、 高3.5 mで、高 は剝 している。見 み

には 状 文が施される。 面には が見られるのみである。13世紀後 のものである。

44は白磁 である。横田・森田分 の の口縁部で、 部は玉縁状を する。12世紀のもの

である。２ ンチの 面整形時に出土した。口 16.0 m、 高2.7 mである。45は土師器

である。２ ンチの 58から出土した。口 20.6 m、 高5.6 mである。 土は 良で

色を する。大 型 の古 のもので、15世紀の所 である。46は土師器 である。

口 29.4 m、 高5.3 mである。２ ンチ西 溝 時に出土した。 　　（松尾史子）

石器は 量ながら、後期旧石器時代のナイフ形石器をはじめ、縄文時代の石鏃、 器がある。

石 はす て イ で 上山 とみられる。剝片や石 の出土もみられ、 の石器製 が

行われていた形跡がある。なお、旧石器時代のナイフ形石器は南山城地域で断片的ながら出土が

知られている。八幡市美濃山丘陵の 垣内遺跡、西 口遺跡、城 市 原遺跡な 、

地上の 通性が認められる。平 部を見 せる段丘上や い 地状の丘陵な 、 積面より と

きわ高く、等高 の がばらけるように がる丘陵 部はこうした旧石器資料の 在に が

要である。

47はナイフ形石器である。１ ンチ中 東 から出土した。 さ4.35 m、 0.9 m、 さ

0.75 m、重さ4.3 を測る。 面 の 辺中間部を して られた横 剝片を に、２ 縁

に入 な ン ン を施している。 面は 辺に直 する数面の 面となっている。

部は ら 、 利に くなった部分を のまま し、 こを 部としている。48は み

のある横 剝片である。１ ンチから出土。 さ３ m、 4.25 m、 さ0.85 m、重さ13.1

である。 や形状の特 からではなく、 の縄文時代の石器と して 化度が著しく んで

いる点から後期旧石器時代とした。

49から55は縄文時代の石器 、剝片、石 である。い れも１ ンチ中 部の 白色 質土

白色 質土から出土した。49は基部に いえ りをもつ 基式石鏃である。 さ２ m、

1.35 m、 さ0.25 m、重さ0.1 である。基部片 は しているが、 、基部とも に

利に り、表 の調整剝 は かく入 である。50も 基式石鏃である。 さ２ m、
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1.8 m、 さ0.3 m、重さ0.7 を測る。49と して で基部のえ りは い。 は す

るが、基部の 部は 利に 上 られている。表 の剝 は に である。51は、基部が

平らな平基式石鏃である。 さ3.6 m、 1.7 m、 さ0.45 m、重さ2.1 。 縁およ 基部の

かく な調整剝 と し、 部の は 利さを いている。基部を機能部とする小型の

器とみることもできる。52は片面の周縁部から中 部全 を に調整・整形した石器である。

さ３ m、 2.5 m、 さ0.45 m、重さ3.8 を測る。石鏃の 成 か 器と考えられる。53は、

の横 剝片を とする 器である。 さ3.3 m、 5.4 m、 さ0.6 m、重さ10.4 である。

下 の 辺に かな調整による ー ン が形成されている。54は 縁部に の

表を す 剝片である。 さ4.8 m、 ４ m、 さ１ m、重さ14.2 を測る。55は みのある

剝片 の石 である。 m、高さ5.6 m、 さ3.3 m、重さ78.3 を測る。上面の 縁部を

調整して 面とし、 面の 面で横 剝片を剝 している。 器な の を たもの

といえる。   　　     　　　　　（ 一 ）

４）５トレンチ（第19 ・ 第12）

松尾 社の谷を んで南 の丘陵 に設定した調査区で、 高54 ～ 59 である。新たに古

墳２基を確認した。調査地は、埋蔵文化財包蔵地に含まれていないが、 丘陵の 部に 古

墳群が分布していることから古墳の を確認することを目的として調査を実施した。調査地は、

等により地形が大きく されており、古墳状 等は認められなかった。調査にあたっ

ては、ま 、丘陵の尾 に って ２ の ンチを 状に設定して した。

第19 　 ンチ平面
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の結果、古墳の埋葬施設（古墳１の石室）と溝状落ち（古墳２の周溝）が検出されたため、京都府山

城北土木事 所と の上、面的な調査を実施することとなった。なお、古墳の名 については、

木津川市 会で検 中である。 ンチの基本層 は、地表から0.5 ～ 0.6 まで表土

近世以降の に う 土である 色土が 積しており、 の直下で古墳の埋葬施設や周

溝を確認した。

（1）古墳１（第20 ・ 第12 ～ 14）　墳丘は後世の 平によりほとん われており、わ

かな地形の 化から直 16 の 墳と考えられる。 輪や 石は出土していない。

①埋葬施設　埋葬施設は１基で、北西に入り口を設ける竪穴系横口式石室である。主 は西か

ら17°北に く。玄室は 0.8 、 さ2.7 で、 面には 大の が かれている。石 は

の 石で、 近で れるものである。石 はほとん き られており、基底部の と

の一部が していた。また、 の 前に さ30 15 mの方形の石が１点出土した。

の直上で平らな面を上にして出土していることから棺 や 石の可能性が考えられる。

石室の 面からは、刀子１点、鉄鏃 点以上と 玉製の管玉が 点出土した。刀子は 近

の りで出土した。鉄鏃は、 の第２石の で出土した。 面から いているこ

と、向きにばらつきがあることから原 は っていないと考えられる。管玉は、 近で散

して出土した。また、石室 面の し上で須恵器杯 （第21 60）１点が内面を上にして出土し

た。 の 石室の埋土から須恵

器の杯身が１点と土師器甕の口

縁部片が出土した。石 の き

り からも土師器の甕（第21

56・ 第22 ））が出土して

いる。

②出土遺物（第21 ・ 第

20）

56は土師器甕の口縁部であ

る。石室の埋土から出土した。

57 ～ 62は須恵器である。58と

60は石室から、 は墳丘から出

土した。57 ～ 60は杯 である。

57は口 10.8 m、器高4.25 m、

58は口 10.6 m、器高4.2 mで

ある。い れも色調は濃 色で、

部の段が明 である。57は口

縁部と 部との の陵が明 で

古い様相を つ。T 47型式と第20 　古墳１石室実測
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第21 　第４次調査出土遺物実測 （３）　古墳１

行か。59は口 14.3 m、器高4.6 m、60は口 14.8 m、器高4.65 mと大型である。口縁部はや

や に き、口縁 部の や 部との の陵が くなっている。 T15 ～ T 10型式と 行

するものである。61・62は杯身である。61は口 12.6 m、器高4.7 m、62は口 12.8 m、器高

5.2 mである。い れも口縁 部の段が くなっており、底部内面には 心 のタタ が見ら

れる。 T15型式と 行するものである。63 ～ 67は鉄鏃である。63・64・67は 系の鏃で64

はほ 形である。63は 部 2.1 m、 部 大 1.1 m、 10.4 m、64は 部 3.0 m、

部 大 1.3 m、 さ16.0 m、67は 部 3.0 m、 部 大 1.2 m、 5.0 mである。65・

66は平 系の鏃で、ほ 形である。65は 部 5.8 m、 部 大 2.8 m、 さ14.7 mで

ある。66は 部 6.8 m、 部 大 2.9 m、 さ14.2 mである。68は刀子である。身 1.0 m、

6.0 m、 部 2.4 m、 部 0.7 ～ 0.8 mである。69 ～ 76は 玉製管玉である。直 0.7

～ 0.95 m、 さ1.9 ～ 2.65 mの いもので、大きく３つの イズに分けられるようである。穴は

片面 で、 の入口の は２mm、出口の は１mmである。72や75には出口 に 時の

剝 が見られる。これらの遺物の時期は、６世紀前 と考えられる。
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（2）古墳２（第22・23 ・ 12・15・16）　墳丘は 平により多くが われているが、周溝の

一部が っており、直 13 の 墳に できる。周溝は ２ 、 さ0.6 である。溝底中

近で須恵器がまとまって出土した。 輪や 石は出土していない。

①埋葬施設　埋葬施設は１基で、南西に 口する横穴式石室である。主 は北から20°東に く。

玄室は 0.8 、 さ2.2 分を検出した。 面には子 の 大の の 間を埋めるように 大

の が かれている。墓壙およ の から古墳１の石室とほ に できる。石

はす て き られており、構造は 明である。 口部 近に基底石と われる石 が数点

が は 明である。石室 面からの出土遺物はなく、埋土から須恵器の甕片が１点出土したの

みである。また、 近くの 面で 片がわ かに出土した。

②出土遺物（第24 ・ 第21・22）

77 ～ 88は須恵器で、す て周溝から出土した。77 ～ 81は杯 である。77は口 10.9 m、器高

4.35 m、78は口 11.7 m、器高4.4 m、79は口 11.9 m、器高4.1 m、80は口 12.4 m、器高

4.15 mである。口縁部は直 的で、口縁部と 部の の陵や口縁 部の段は明 である。81は口

14.1 m、器高4.1 mと よりも一 り大きい。口縁部は直 的で、 部との の陵や 部の段

は明 である。82 ～ 85は杯身である。82は口 9.7 m、器高4.7 m、83は口 10.1 m、器高

4.65 m、84は口 10.2 m、器高4.7 mである。82・83は口縁 部の段が明 であるが、84には段

第22 　古墳２周溝遺物出土状況実測
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が認められない。85は口 12.35 m、器高4.9 mで、 の身より一 り大きい。口縁 部の段は

明 となっている。86は である。口縁部 面には かい 状文を、 部には 文を施す。

口縁 部は しており、 ち

いて 用していたようである。色

調は 面が濃 色で、断面は

色である。 T15型式 行期のも

のである。87は の高杯である。

口 13.5 m、 器 高10.2 mで あ る。

部には３方向に かしが施され

る。88は 高 杯 で あ る。 口

14.2 m、器高15.4 mである。 部

には３方向の かしが施される。

は出土しなかった。

（3）小結

第４次調査では、新たに古墳２

基の 在が明らかになった。古墳

の築造時期は古墳１が６世紀前 、

古墳２が６世紀 であると考え

られる。調査地の南東約500 にあ

る後期の前方後 墳上狛 古

墳では 世紀後 に横穴式石室が

導入されており、南山城ではもっ

とも古いものと考えられている。

確認した石室は、 れに続く

第24 　第４次調査出土遺物実測 （４）　古墳２

第23 　古墳２石室実測
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時期のものであり、山城地域の横穴式石室導入 を考える上で貴重な事例となる。

5．まとめ

椿井遺跡の第３・４次調査では、 れ れ大きな成果を ることができた。

第３次調査では、これまで遺構が検出されていなかった飛鳥時代の溝や建物が見つかり、白鳳

期に松尾廃寺が創建される契機となるような土地利用の状況が想定される。 ながら奈良時代

の遺物が出土しておら 、まだ 測の域は出ない。

第４次調査では、新たに古墳が２基見つかり、 にも丘陵の尾 に後期古墳が分布する可能

性が想定される。周辺の古墳群でも横穴式石室が確認されており、この地域では城 の 津川車

塚古墳群と なり くから新しい墓 である横穴式石室を積 的に 用した地域であることがよ

りいっ う明らかとなった。特に古墳１の石室は、小型で、羨道部と玄室とに段差がある竪穴系

横口式石室であり、導入期の石室の一つの リ ーシ ンであると考えられることから、南山城

地域の導入期の石室の様相を考える上で貴重な資料といえよう。南山城の竪穴系横口式石室につ

いては、木津川市相 の 谷古墳や 師の白山古墳・ 谷古墳、 町の が山１号墳、

町の １・２号墳等の例があり、相 に分布が られているようである。平良 は、

竪穴系横口式石室の分布と 系 の居住という点で相 と近 の 東地域との 通点を

し、 道を通して竪穴系横口式石室が したのではないかと考えている。

年度、椿井遺跡の南西に する上狛北遺跡の発 調査で、これまで木津川 では見つか

っていなかった古墳時代中期から後期の集落が見つかった。 見つかった古墳の造墓集 の集

落である可能性がある。また、 玉製管玉は、製 から出 の 部による製 の可能性が高

いと考えられ、 葬者 を考える上で い資料である。

また、 見つかった石器には１点ではあるが旧石器時代のナイフ形石器が含まれていた。南

山城における旧石器の出土点数は なく、木津川市内では本例で２例目である。縄文時代の石器

についても遺構に うものではないが、当時の人々の生活の一 が える貴重な資料といえる。

（松尾史子）
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松山遺跡第４次　図版第 18

出土遺物６
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松山遺跡第４次　図版第 19

（1）出土遺物

（2）出土遺物
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松山遺跡第４次　図版第 20

（1）出土遺物

（2）出土遺物10
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松山遺跡第４次　図版第 21
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松山遺跡第４次　図版第 22

（1）出土遺物12

（2）出土遺物13
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柿谷古墳・美濃山遺跡　図版第 1

（1）柿谷古墳・美濃山遺跡 地区調査前全 （西から）

（2）柿谷古墳・美濃山遺跡 地区調査前全 （北西から）



柿谷古墳・美濃山遺跡　図版第 2

（1）柿谷古墳調査前全 （南西から）

（2）柿谷古墳全 （西から）



柿谷古墳・美濃山遺跡　図版第 3

（1）柿谷古墳墳 部石造物
　（北東から）

（2）柿谷古墳墳丘南断面（西から）

（3）柿谷古墳墳丘北断面（東から）



柿谷古墳・美濃山遺跡　図版第 4

柿谷古墳第１主 部（西から）



柿谷古墳・美濃山遺跡　図版第 5

（1）柿谷古墳第１主 部（北から）

（2）柿谷古墳第１主 部西 遺物出土状況（東から）



柿谷古墳・美濃山遺跡　図版第 6

（1）柿谷古墳第２主 部（西から）

（2）柿谷古墳主 部 状況（南西から）



柿谷古墳・美濃山遺跡　図版第 7

（1）柿谷古墳第３主 部（東から）

（2）柿谷古墳第３主 部甕棺内部（東から）



柿谷古墳・美濃山遺跡　図版第 8

（1）柿谷古墳・美濃山遺跡 地区（北西から）

（2）柿谷古墳・美濃山遺跡 地区（南西から）



柿谷古墳・美濃山遺跡　図版第 9

（1）柿谷古墳第１主 部鉄製 出土
状況（南から）

（2）柿谷古墳旧表土上土器出土状況
（東から）

（3）柿谷古墳下層墳丘（西から）



柿谷古墳・美濃山遺跡　図版第 10

（1）柿谷古墳下層墳丘（南西から）

（2）柿谷古墳下層墳丘（北西から）

（3）美濃山遺跡 地区調査前全
（北西から）



柿谷古墳・美濃山遺跡　図版第 11

（1）美濃山遺跡 地区（北東から）

（2）美濃山遺跡 地区土壙
（北から）

（3）美濃山遺跡 地区溝 17
　（南西から）



柿谷古墳・美濃山遺跡　図版第 12

出土遺物１（第１主 部：土器）
16 17

5

98

6

3

1

2

4



柿谷古墳・美濃山遺跡　図版第 13

出土遺物２（第１主 部：土器）
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柿谷古墳・美濃山遺跡　図版第 14

出土遺物３（第２・３主 部、墳丘内：土器）
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柿谷古墳・美濃山遺跡　図版第 15

出土遺物４（鉄・石製 ）
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柿谷古墳・美濃山遺跡　図版第 16

出土遺物 （鉄・石製 ）
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上狛北遺跡第１次・柳田遺跡　図版第 1

（1）調査地全 （南から）

（2）第１～３ ンチ全 （ 上から：上が西）



上狛北遺跡第１次・柳田遺跡　図版第 2

（1）第１ ンチ上層遺構全
　（東から）

（2）第１ ンチ土層断面（東から）

（3）第１ ンチ上層溝 24
　遺物出土状況



上狛北遺跡第１次・柳田遺跡　図版第 3

（1）第１ ンチ （東から）

（2）第２ ンチ上層遺構全
　（北から）

（3）第２ ンチ （北から）



上狛北遺跡第１次・柳田遺跡　図版第 4

（1）第２ ンチ下層遺構全
　（北から）

（2）第２ ンチ下層溝 21
　遺物出土状況（東から）

（3）第２ ンチ下層溝 21
　遺物出土状況（東から）



上狛北遺跡第１次・柳田遺跡　図版第 5

（1）第２ ンチ下層溝 21
　土層断面（北から）

（2）第３ ンチ上層遺構全
　（南東から）

（3）第３ ンチ （南から）



上狛北遺跡第１次・柳田遺跡　図版第 6

（1）第３ ンチ下層遺構全
　（西から）

（2）第３ ンチ下層溝 21
　遺物出土状況

（3）第４ ンチ調査前状況
 （北から）



上狛北遺跡第１次・柳田遺跡　図版第 7

（1）第４ ンチ全 （北から）

（2）第４ ンチ西 土層断面

（3）第 ンチ全 （北から）



上狛北遺跡第１次・柳田遺跡　図版第 8

（1）第 ンチ南 西 土層断面
（東から）

（2）第６ ンチ重機
　（北東から）

（3）第６ ンチ北 土層断面
　（南から）



上狛北遺跡第１次・柳田遺跡　図版第 9

（1）第 ンチ全 （北から）

（2）第 ンチ南 土層断面
　（北から）

（3）第 ンチ全 （南から）



上狛北遺跡第１次・柳田遺跡　図版第 10

（1）第 ンチ断ち り
　（南西から）

（2）第 ンチ全 （南から）

（3）第 ンチ北 土層断面
　（南から）



上狛北遺跡第１次・柳田遺跡　図版第 11

（1）第 ンチ （西から）

（2）第10 ンチ全 （南から）

（3）第10 ンチ北土層断面
 （南から）



上狛北遺跡第１次・柳田遺跡　図版第 12

（1）出土遺物１（ 21出土土器）

（2）出土遺物２
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椿井遺跡第３次　図版第 1

調査地近 （北東から）



椿井遺跡第３次　図版第 2

（1）調査地近 （西から： は松尾 社）

（2）１ ンチ全 （南から） （3）２ ンチ全 （南から）



椿井遺跡第３次　図版第 3

（1）２ ンチ中 部（上 から）

（2） 柱建物跡 01・02（南東から）



椿井遺跡第３次　図版第 4

（1）溝 49全 （東から）

（3）溝 49断面１（北から）

（2）溝 49 状況（東から）

（4）溝 49断面２（北から）



椿井遺跡第３次　図版第 5

（1） 跡 43上層柱穴群（北東から）

（2） 跡 43 状況（南東から）



椿井遺跡第３次　図版第 6

（1） 跡 43上層遺物出土状況
　（北西から）

（2） 跡 43（北から）

（3）土坑 46（北東から）



椿井遺跡第３次　図版第 7

（1）３ ンチ全 （北から）

（2）溝 18全 （北東から）



椿井遺跡第４次　図版第 8

（1）調査地 （北から）

（2）調査地 （南から）



椿井遺跡第４次　図版第 9

（1）１ ンチ全 （北から）

（2）方形周溝墓状遺構 49
 検出状況（南から）

（3）流路 76全 （東から）



椿井遺跡第４次　図版第 10

（1）土坑 53遺物出土状況
　（北東から）

（2）土坑 55遺物出土状況
　（西から）

（3）溝 80遺物出土状況
　（南東から）
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椿井遺跡第４次　図版第 11



椿井遺跡第４次　図版第 12

（1） ンチ全 （西から）

（2）古墳１全 （西から）



椿井遺跡第４次　図版第 13

（1）古墳１石室検出状況（南東から）

（2）古墳１石室全 （南東から）

（3）古墳１石室 状況（南東から）



椿井遺跡第４次　図版第 14

（1）古墳１鉄鏃出土状況（南から）

（2）古墳１須恵器出土状況（西から）

（3）古墳１刀子出土状況（南から）



椿井遺跡第４次　図版第 15

（1）古墳２全 （北東から）

（2）古墳２石室全 （南から） （3）古墳２石室全 （北から）



椿井遺跡第４次　図版第 16

（1）古墳２石室 状況（北から）

（2）古墳２周溝遺物出土状況
　（南から）

（3）古墳２周溝断面（南から）



椿井遺跡第３次　図版第 17

第３次調査出土遺物１
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椿井遺跡第３次　図版第 18

第３次調査出土遺物２
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図版第 19

（1）

（2）

椿井遺跡第３・４次　図版第 19

出土遺物３

（1）第３次調査出土遺物３

（2）第４次調査出土遺物１
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椿井遺跡第４次　図版第 20

第４次調査出土遺物２
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図版第 21

第４次調査出土遺物３

椿井遺跡第４次　図版第 21
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図版第 22
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（1）第４次調査出土遺物４

（2）第４次調査出土遺物

椿井遺跡第４次　図版第 22
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 　゜　′　″ 　゜　′　″ ㎡

まつやまいせきだい
よじ

松山遺跡第４次

きょうたんごし
おおみやちょう
もりもとちない

京丹後市大宮町
森本地内

26212 6536 35°35′14″ 135°08′02″ 20100525
～

20101028

1,850 ほ場整備

かきたにこふん・み
のやまいせき

柿谷古墳・美濃山遺
跡

やわたしうちさ
とかきたに、み
のやまおおつか

八幡市内里柿谷、
美濃山大塚

26210 24・25 34°50′44″ 135°43′29″ 20100726
～

20110113

古墳１

400

道路建設

かみこまきたいせき
だいいちじ・やなぎ
だいせき

上狛北遺跡第１次・
柳田遺跡

きづがわしやま
しろちょうかみ
こまたからもと・
にしうらだいほ
か、つばいやな
ぎだ

木津川市山城町
上狛宝本・西浦
代ほか、椿井柳
田

26214 41・84 34°45′13″ 135°48′56″ 20091027
～

20100225

1,000 道路建設

つばいいせきだいさ
ん・よじ

椿井遺跡第３・４次

きづがわしやま
しろちょうつば
いまつお・ごりょ
うご

木津川市山城町
椿井松尾・御霊
後

26214 42 34°45′35″ 135°49′09″

20091028
～

20100218
20100810

～
20101121

1,200

1,050 道路建設

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

松山遺跡第４次 集落跡
集落跡

集落跡

集落跡
集落跡

縄文
弥生

古墳

奈良
中世

溝

土坑・土石流

火葬墓

縄文土器・石鏃・石斧・石錘
弥生土器・石鏃・石剣・石斧・砥
石
土師器・須恵器・仿製鏡・紡錘車・
勾玉・管玉
土師器・須恵器
土師器・須恵器・陶器・中国製陶
磁器・鉄釘・中国銭

柿谷古墳・美濃
山遺跡

古墳

集落跡
集落跡
集落跡

古墳

平安
中世
近世

木棺墓・甕棺墓・土壙

溝
溝
溝

須恵器・土師器・胡籙・鉄鏃・刀子・
鉄剣・轡・鎌・砥石
須恵器・瓦
瓦器・石造五輪塔・中国製白磁

上狛北遺跡第１
次・柳田遺跡

集落跡
集落跡

弥生
古墳
奈良
中世

溝
柱穴・土坑・溝

弥生土器
土師器・須恵器
土師器・須恵器・瓦
土師器・瓦器・陶磁器・瓦質土器

椿井遺跡第３・
４次 集落跡

集落跡

古墳
集落跡
集落跡

旧石器
縄文
弥生

古墳
飛鳥
中世

流路
方形周溝墓・竪穴式住居跡
か？・土坑・流路
横穴式石室
溝
柵列・土坑

ナイフ型石器
石鏃・剝片
弥生土器

須恵器・鉄器・装身具
土師器・須恵器
土師器・瓦器

所収遺跡名 要 約

松山遺跡第４次

検出した溝から、縄文時代から近世に到るまでの多量の遺物が出土し、縄文時代から中世ま
で、調査地の近隣で断続的に人々の生活が営まれていたことが判明した。また、遺物包含層
からは、古墳時代前～中期にかけての遺物が中心に出土し、小型丸底壺・ミニチュア土器・
高杯等の器種が多く、赤色顔料を塗布したもの、２次的に火を受けたものも散見されること
から、祭祀的性格の濃い遺物群であると言える

柿谷古墳・美濃山遺跡
柿谷古墳は、６世紀中頃に築造された木棺を直葬する方墳でることが判明した。八幡市地域
では古墳時代後期には横穴が数多く造られており、この地域の古墳時代を考える上で、重要
な資料となる。美濃山遺跡では、古墳時代から中世にかけての遺構を確認した。遺構密度は
疎らであるが、調査地点が集落遺跡の縁辺部であることも関係しているものと考えられる

上狛北遺跡第１次・柳田
遺跡

調査の結果、古墳時代・奈良時代・中世の各時期の遺構・遺物を検出した。次年度以降に調
査区を拡張して全面的な調査を実施することになった

椿井遺跡第３・４次

旧石器時代のナイフ型石器が１点出土し、木津川市内では２例目の事例となった。縄文時代
の石器も出土し、当地域の歴史を知るための貴重な資料である。また地表面では観察できな
い古墳が２基見つかり、丘陵上に後期古墳が分布する可能性がある。古墳１の石室は、羨道
部と玄室とに段差がある竪穴系横口式石室で、導入期の石室の一つと考えられることから、
南山城地域の導入期の石室の様相を考える資料となる。飛鳥時代の溝や建物は、白鳳期に松
尾廃寺が創建される契機となるような土地利用の状況が想定される
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